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〇
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資
　
　
料

キ
ム
・

ス
ン
、
シ
ュ
ン

「
農
地
改
革
一
後
の
南
朝
鮮
農
業
政
策

１
「
南
朝
鮮
に
お
け
る
「
農
地
改
革
」
」
（
続
）
－

　
「
解
題
〕
　
こ
の
資
料
は
、
昭
和
四
十
年
八
月
、
本
誌
第
十
四
巻
第
三
号
に
、
そ
の
第
一
章
が
翻
訳
掲
載
さ
れ
た
、
キ
ム
．
ス
ソ
ジ

ュ
ソ
著
『
「
農
地
改
革
」
以
後
の
南
朝
鮮
農
業
』
（
朝
鮮
労
働
党
出
版
杜
、
一
九
五
八
年
二
百
二
六
日
刊
）
全
二
章
の
う
ち
の
第
二
章
に

あ
た
る
都
分
で
あ
る
。
第
一
章
「
米
帝
お
よ
び
李
承
晩
佛
晶
政
権
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
『
農
地
改
革
」
の
反
動
的
本
質
」
に
お
い
て
は
、

李
承
晩
に
よ
る
「
農
地
改
革
」
の
反
動
的
内
容
と
そ
れ
に
よ
る
農
業
生
産
関
係
の
変
化
の
本
質
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ

の
第
二
章
「
『
農
地
改
革
』
後
、
米
独
占
資
本
と
朝
鮮
人
隷
属
資
本
に
よ
る
農
民
収
奪
の
強
化
」
で
は
、
「
農
地
改
革
」
以
後
、
租
税

に
よ
り
、
高
利
貸
信
用
体
系
に
よ
り
、
流
通
体
系
に
よ
り
、
さ
ら
に
は
新
し
く
改
組
さ
れ
た
「
農
業
組
合
」
や
「
農
業
銀
行
」
に
よ

り
、
南
朝
鮮
の
農
民
が
内
外
独
占
の
徹
底
的
収
奪
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
情
況
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の

は
、
土
地
制
度
の
場
合
と
同
様
、
日
本
帝
国
主
義
の
植
民
地
的
半
封
建
的
な
租
税
制
度
、
金
融
・
信
用
体
系
、
供
出
制
度
、
流
通
機
構
、

産
業
組
合
等
の
諸
制
度
が
、
基
本
的
な
面
で
継
承
さ
れ
な
が
ら
、
新
し
く
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
と
朝
鮮
人
隷
属
資
本
の
収
奪
機
構
と

し
て
再
編
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
場
合
、
日
本
と
は
違
っ
て
、
　
「
農
地
改
革
」
に
よ
っ
て
は
解
体
さ
れ
ず
に
再

編
維
持
さ
れ
た
南
朝
鮮
の
半
封
建
的
地
主
的
収
奪
機
構
と
内
外
独
占
資
本
に
よ
る
収
奪
機
構
と
が
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
合
い
を
持

っ
て
い
る
か
が
、
重
要
な
問
題
と
し
て
残
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
章
も
ま
た
島
田
斉
一
君
の
翻
訳
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
資

，



料
が
、
一
方
で
は
南
朝
鮮
の
「
農
地
改
革
」
が
、
日
本
や
台
湾
を
も
含
め
た
ア
メ
リ
カ
の
極
東
戦
略
と
占
領
政
策
の
一
環
と
し
て
実

施
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
そ
の
基
本
的
同
一
性
と
各
国
別
に
よ
る
特
殊
性
を
持
っ
て
い
る
点
の
理
解
に
貢
献
す
る
と
共
に
、
他
方
で

は
科
学
的
分
析
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
南
朝
鮮
の
農
業
生
産
関
係
の
理
解
に
少
し
で
も
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。
全
体
と
の
関
連
づ
け
の
た
め
に
、
原
著
の
目
次
を
今
一
度
掲
げ
て
お
く
。
な
お
、
こ
の
訳
文
が
あ
っ
か
っ
た
第
二
章
の
表
題
と

節
の
見
出
し
は
、
適
宜
に
あ
ら
た
め
た
表
現
を
用
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
藪
輝
雄
）

　
　
〔
目
次
〕

　
第
一
章
　
米
帝
お
よ
び
李
承
晩
佛
偶
政
権
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
「
農
地
改
革
」
の
反
動
的
本
質

　
　
第
一
節
　
「
農
地
改
革
」
の
動
機
と
目
的

　
　
第
二
節
　
「
農
地
改
革
法
」
の
反
動
的
内
容

　
　
第
三
節
　
「
農
地
改
革
」
の
遂
行
と
農
業
生
産
関
係
変
化
の
本
質

　
第
二
章
　
「
農
地
改
革
」
後
、
米
帝
独
占
資
本
と
朝
鮮
人
隷
属
資
本
に
よ
る
農
民
収
奪
の
強
化

　
　
第
一
節
　
租
税
に
よ
る
農
民
収
奪
の
強
化

　
　
笏
二
節
　
高
利
貸
信
用
体
系
に
よ
る
農
民
収
奪
の
強
化

　
　
第
三
節
　
流
通
体
系
に
よ
る
農
民
収
奪
の
強
化

　
　
第
四
節
　
新
し
い
農
村
収
奪
機
構
と
し
て
の
「
農
業
組
合
」
お
よ
び
「
農
業
銀
行
」
と
、
そ
の
反
動
的
本
質

　
　
第
三
章
　
「
農
地
改
革
」
後
、
南
朝
鮮
の
農
業
生
産
力
の
衰
退

　
　
第
一
節
米
帝
お
よ
び
李
承
晩
傭
偲
政
権
の
い
わ
ゆ
る
重
農
政
策
の
欺
ま
ん
性

　
　
第
二
節
農
村
経
済
の
物
質
－
技
術
的
土
台
の
破
減

　
　
第
三
節
　
農
業
生
産
の
減
退
と
生
産
構
造
に
お
げ
る
植
民
地
的
偏
頗
性

　
　
結
　
論

キ
ム
・
ス
ン
ジ
ュ
ン
「
農
地
改
革
」
後
の
南
朝
鮮
農
業
政
策
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
（
二
四
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
六
巻
・
第
二
号
）

　
「
農
地
改
革
」
が
単
純
に
農
民
運
動
　
　
民
主
主
義
的
力
量
の
圧
力

に
屈
し
て
部
分
的
・
末
梢
的
「
譲
歩
」
に
よ
っ
て
地
主
階
級
全
体
の
政

治
的
経
済
的
地
盤
を
維
持
保
護
す
る
こ
と
だ
け
に
そ
の
目
的
が
あ
る
の

で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
〔
本
紙
昭
和
四
十
年
八
月
号
八
七

－
二
九
頁
〕
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
、

こ
の
「
改
革
」
を
利
用
し
て
何
よ
り
も
ま
ず
南
朝
鮮
の
農
村
に
対
す
る

自
ら
の
支
配
を
強
化
し
、
農
民
搾
取
を
強
め
て
搾
り
上
げ
た
収
益
〔
原

文
で
は
「
利
潤
」
。
以
下
同
じ
　
　
島
田
〕
を
彼
ら
に
有
利
に
再
分
配

し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
ま
た
重
要
な
目
的
が
あ
る
の
で
あ
る
。
で

あ
る
か
ら
「
農
地
改
革
」
後
、
勤
労
農
民
に
対
す
る
搾
取
は
緩
和
さ
れ

る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
従
来
に
く
ら
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
強
化

さ
れ
た
。
た
だ
変
っ
た
点
が
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
勤
労
農
民
に
対
す
る
ア

メ
リ
カ
独
占
資
本
の
直
接
的
収
奪
と
李
承
晩
政
権
を
介
し
た
収
奪
の
比

重
が
、
従
来
に
く
ら
べ
て
著
し
く
強
化
さ
れ
た
こ
と
だ
げ
で
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
お
よ
び
李
承
晩
政
権
に
よ
る
直
接
的
な
農
民
収
奪
は
、
主
に
つ

ぎ
の
三
っ
の
テ
コ
　
　
租
税
制
度
・
信
用
制
度
・
流
通
体
系
を
通
じ
て

進
行
し
て
い
っ
た
。
そ
う
し
て
「
農
地
改
革
」
以
後
、
農
民
に
対
す
る

搾
取
形
態
の
構
造
に
は
一
定
の
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

小
作
制
に
よ
る
搾
取
に
く
ら
べ
て
租
税
・
信
用
・
流
通
分
野
か
ら
の
搾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
　
（
二
四
二
）

取
の
比
重
が
は
る
か
に
拡
大
強
化
さ
れ
た
。

　
で
は
、
　
「
農
地
改
革
」
後
の
租
税
、
信
用
お
よ
び
流
通
分
野
を
通
じ

た
農
民
に
対
す
る
搾
取
関
係
を
簡
単
に
分
析
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

農
村
課
税
政
策

　
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
が
教
え
て
い
る
よ
う
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア

国
家
の
経
済
的
基
礎
は
租
税
で
あ
り
、
こ
の
租
税
は
搾
取
的
国
家
機
構

を
維
持
す
る
た
め
に
決
定
的
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る
。
南
朝
鮮
を
大

陸
侵
略
の
前
哨
基
地
に
か
つ
植
民
地
に
転
落
さ
せ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
は
、

偲
偶
政
権
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
行
政
・
司
法
・
警
察
機
構
を
維
持
強
化
さ

せ
る
た
め
に
、
そ
し
て
李
承
晩
軍
隊
の
気
ち
が
い
じ
み
た
拡
張
と
戦
争

準
備
の
た
め
に
莫
大
な
経
費
を
必
要
と
し
て
い
る
。

　
か
く
て
偲
偲
政
府
の
予
算
支
出
は
年
々
天
文
学
的
数
字
に
膨
張
し
て

い
る
が
、
こ
れ
を
ま
か
な
う
才
入
の
最
も
重
要
匁
源
泉
は
租
税
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
塊
偶
政
府
の
予
算
収
入
に
お
げ
る
租
税
の
ウ
ェ
ー
ト

は
、
戦
争
時
期
を
べ
つ
に
し
て
も
大
む
ね
七
〇
～
八
○
％
に
達
し
て
お

り
、
し
た
が
っ
て
南
朝
鮮
人
民
は
ま
す
ま
す
多
く
の
租
税
負
担
に
あ
え

が
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
第
一
表
で
み
る
よ
う
に
－

「
政
府
」
の
租
税
収
入
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
如
実
に
反

＾

’“

山
“

山
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料資

映
し
て
い
る
。

　
第
－
表
が
示
す
よ
う
に

　
一
九
五
七
年
度
の
惚
偲
政

府
の
租
税
収
入
は
、
一
九

四
九
年
度
の
そ
れ
に
く
ら

　
べ
て
八
○
○
倍
も
増
大
し

て
お
り
、
一
九
五
三
年
度

　
に
対
比
し
て
も
五
・
五
倍

以
上
に
激
増
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
イ
ン
フ
レ
に
よ

る
物
価
上
昇
を
考
慮
に
入
れ

て
も
、
こ
の
期
問
に
南
朝
鮮
人
民
の
実
質
的
租
税
負
担
額
が
一
〇
数
倍
、

ま
た
は
数
倍
も
増
え
た
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
か
よ
う
に
不
断
に
増
大
す
る
租
税
の
重
荷
は
、
基
本
的
に
は
農
村
農

民
が
背
負
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
略
奪
政
策
に
よ

っ
て
都
市
産
業
が
致
命
的
な
破
壌
・
零
落
を
蒙
り
、
農
業
所
得
が
総
国

民
所
得
に
お
い
て
優
位
を
し
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
ぱ
か
り
で
な
く
、

所
得
に
対
す
る
租
税
負
担
率
が
勤
労
人
民
に
不
利
に
偏
重
さ
す
反
人
民

的
租
税
政
策
に
も
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
南
朝
鮮
の
勤
労

　
　
　
　
キ
ム
・
ス
ソ
ジ
ュ
ソ
「
農
地
改
革
」
後
の
南
朝
鮮
農
業
政
策

農
民
大
衆
は
、
ア
メ
リ
カ
な
ら
び
に
俺
偶
政
権
の
租
税
に
よ
る
搾
取
の

最
も
重
要
な
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

　
南
朝
鮮
を
占
領
し
た
ア
メ
リ
カ
は
、
土
地
所
有
制
度
の
場
合
と
同
様

に
、
農
民
に
対
す
る
租
税
搾
取
に
お
い
て
も
日
帝
の
植
民
地
半
封
建

的
租
税
制
度
を
継
承
し
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
一
九
四
六
年
十
二

月
、
　
「
地
税
お
よ
び
手
数
料
の
改
正
」
に
関
す
る
軍
政
法
令
第
二
一
八

号
を
公
布
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
地
税
は
日
帝
の
一
九
四
三

年
三
月
三
十
一
日
付
「
朝
鮮
地
税
令
」
の
税
率
に
基
づ
い
て
課
税
し
、

賃
貸
価
格
を
そ
の
ま
ま
課
税
基
準
に
用
い
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

た
だ
、
ち
が
う
の
は
八
・
一
五
解
放
後
、
通
貨
の
膨
張
お
よ
び
物
価

上
昇
と
関
連
し
て
課
税
基
準
を
一
〇
倍
に
引
き
上
げ
た
こ
と
だ
げ
で
あ

る
。　

周
知
の
よ
う
に
日
帝
は
土
地
調
査
事
業
の
完
了
と
同
時
に
一
九
一
八

年
に
新
地
税
制
度
を
実
施
し
た
が
、
そ
れ
は
李
氏
朝
鮮
封
建
時
代
の
地

租
を
本
質
的
に
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
九
四
三
年
に
は

課
税
基
準
と
し
て
従
来
の
地
価
を
捨
て
て
い
わ
ゆ
る
賃
貸
価
格
を
採
用

し
た
と
は
い
う
も
の
の
、
こ
の
賃
貸
価
格
も
ま
た
封
建
的
高
率
小
作
料

の
貨
弊
的
表
現
に
す
ぎ
な
い
の
で
地
税
の
本
質
そ
の
も
の
を
変
化
さ
せ

え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
が
こ
の
よ
う
な
目
帝
の
地
税
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
（
二
四
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
六
巻
・
第
二
号
）

を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
の
は
、
そ
れ
が
封
建
的
土
地
所
有
関
係
を
維
持

し
て
い
る
基
礎
の
上
で
、
農
民
に
対
す
る
苛
酷
な
収
奪
政
策
を
遂
行
す

る
の
に
適
合
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
一
九
四
三
年
に
改
正
さ
れ
た
日
帝
の
地
税
制
度
は
侵
略
戦
争
と
も
関

連
し
て
き
わ
め
て
苛
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ

カ
は
単
に
こ
れ
を
継
承
し
た
だ
げ
で
な
く
物
価
変
動
と
い
う
口
実
の
下

に
課
税
基
準
を
大
巾
に
引
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
も
ア
メ
リ
カ

は
朝
鮮
戦
争
の
排
発
に
狂
奔
し
な
が
ら
、
膨
張
す
る
偲
偶
政
府
の
軍
事

予
算
に
充
当
す
る
た
め
に
し
き
り
に
課
税
基
準
の
倍
数
お
よ
び
税
率
を

引
ぎ
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
税
総
額
を
急
激
に
増
大
さ
せ
た
の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
は
一
九
四
六
年
を
一
〇
〇
と
す
れ
ば
一
九
四
七
年
に
は
一

三
二
％
、
一
九
四
八
年
に
は
五
四
二
％
、
一
九
四
九
年
に
は
六
六
六
老

に
そ
れ
ぞ
れ
達
し
て
い
る
。

　
「
農
地
改
革
」
を
終
え
た
後
一
九
五
一
年
九
月
、
ア
メ
リ
カ
と
李
承

晩
傭
偲
政
府
は
従
来
の
貨
弊
地
税
を
現
物
納
付
に
改
め
る
い
わ
ゆ
る
土

地
収
得
税
法
を
実
施
に
う
つ
し
た
。
こ
の
土
地
収
得
税
法
は
、
　
「
通
貨

膨
張
の
防
止
と
食
糧
政
策
に
寄
与
す
る
も
の
」
で
あ
る
と
彼
ら
が
観
定

し
て
い
る
よ
う
に
、
便
所
紙
の
ご
と
く
値
う
ち
の
な
く
な
っ
た
紙
弊
の

代
り
に
地
税
を
現
物
で
徴
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
李
承
晩
「
政
権
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
　
（
二
四
四
）

財
政
収
入
の
安
全
を
図
り
、
と
同
時
に
侵
略
戦
争
の
た
め
に
大
々
的
に

拡
張
し
た
傭
偶
軍
隊
に
供
給
す
る
軍
需
食
糧
間
題
を
強
権
的
に
解
決
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
収
得
税
は
「
農
地
改
革
」
の
予
定

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
農
民
収
奪
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
土
地
収
得
税
は
、
形
式
上
地
税
に
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
し

か
し
そ
の
略
奪
的
内
容
に
お
い
て
は
後
者
に
く
ら
べ
も
の
に
な
ら
な
い

ほ
ど
極
悪
か
っ
よ
り
露
骨
な
封
建
的
租
税
で
あ
る
。

　
だ
い
い
ち
、
商
品
・
貨
弊
経
済
の
下
で
金
納
制
か
ら
物
納
制
へ
の
逆

行
が
農
業
生
産
に
破
壌
的
な
悪
結
果
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
こ
と
は
言

う
に
及
ぱ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
南
朝
鮮
の
出
版
物
さ

え
も
認
め
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
『
大
韓
年
報
』
は
、
　
「
土
地

収
得
税
は
イ
ン
フ
レ
収
縮
ま
た
は
国
家
財
政
収
入
の
確
保
上
避
げ
ら
れ

な
い
措
置
だ
と
は
い
え
、
農
業
に
隈
っ
て
だ
け
租
税
を
現
物
で
徴
収
す

る
こ
と
は
、
…
・
た
だ
で
さ
え
現
在
の
経
営
機
構
の
中
で
他
の
産
業
に

く
ら
べ
て
不
利
な
立
場
に
あ
る
農
業
を
よ
り
不
利
に
さ
せ
、
農
業
生
産

力
を
維
持
・
強
化
す
る
見
地
か
ら
し
て
は
な
は
だ
憂
慮
さ
せ
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
」
、
と
述
べ
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
、
土
地
収
得
税
の
税
率
を
み
る
な
ら
ば
、
自
作
地
は
そ
の
収

…
＾

山｝’

凸」
－

～
－

｝
｛

・

＾’
｛ ’

山

“－…
…－川…

皿
■

ｈ

ｏ…山＾山“
…



穫
高
の
二
八
～
一
五
％
、
　
「
分
配
」
農
地
は
二
三
～
一
〇
％
を
規
定
し

て
い
る
。
だ
か
ら
皮
相
的
に
計
算
し
て
も
農
地
「
分
配
」
を
受
け
た
農

民
た
ち
は
、
こ
の
税
率
に
収
穫
高
の
三
〇
％
に
相
当
す
る
農
地
償
還
穀

だ
げ
を
合
せ
て
も
収
穫
高
の
五
三
～
四
〇
％
を
収
奪
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な

い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
〔
本
紙
昭

和
四
十
年
八
月
号
、
九
九
、
一
〇
八
頁
参
照
　
　
島
田
〕
南
朝
鮮
の
穀

物
反
収
が
解
放
前
に
く
ら
べ
て
著
し
く
減
少
し
た
実
情
を
考
慮
に
入
れ

る
な
ら
ば
、
農
民
の
実
質
的
負
担
は
実
質
収
穫
高
の
六
〇
～
八
○
％
に

達
す
る
高
率
の
も
の
で
あ
る
。
　
土
地
を
強
要
に
よ
っ
て
買
わ
さ
れ
た

「
自
作
農
民
」
の
事
情
も
同
様
で
あ
っ
て
、
彼
ら
に
は
「
償
還
穀
」
の

負
担
は
な
い
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
の
代
り
た
い
が
い
土
地
を
強
制
的

に
買
わ
さ
れ
た
事
情
と
関
連
し
て
背
負
う
よ
う
に
な
っ
た
苛
酷
な
高
利

貸
負
債
を
返
済
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
土
地
収
得
税
が
現

実
に
お
い
て
名
目
上
の
税
率
よ
り
も
は
る
か
に
苛
酷
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
な
い
く
っ
か
の
実
例
に
よ
っ
て
も
明
白
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
Ｈ
、
京
畿
道
リ
・
ヘ
ィ
ク
「
知
事
」
は
一
九
五
一
年
十
二

月
十
二
日
の
記
老
会
見
で
、
　
「
京
畿
道
は
ひ
ど
い
凶
作
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
政
府
は
総
生
産
量
を
平
年
作
の
二
倍
に
相
当
す
る
一
二
〇

万
石
と
推
算
し
て
収
得
税
を
賦
課
し
た
」
と
言
っ
て
い
る
　
（
「
平
和
日

　
　
　
　
キ
ム
・
ス
ソ
ジ
ュ
ソ
「
農
地
改
革
」
後
の
南
朝
鮮
農
業
政
策

報
」
一
九
五
一
・
二
一
・
一
五
）
。
　
ｏ
、
慶
尚
南
道
の
昌
原
郡
で
は
、

一
九
五
一
年
度
米
穀
収
穫
高
は
一
九
五
〇
年
度
の
五
〇
％
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
収
得
税
の
割
当
量
は
一
九
五
〇
年
度
の
そ
れ
よ
り
も
二

七
二
石
も
多
い
二
万
九
、
五
四
八
石
で
あ
っ
た
（
「
釜
山
日
報
」
一
九

五
一
・
二
一
・
一
四
）
。

　
こ
の
よ
う
に
土
地
収
得
税
は
、
従
来
の
金
納
制
地
税
に
く
ら
べ
て
は

態動加増の税得収地土るす対に税地表２第
　
）

　
税

３
得

９
５
収

－
地

　
土

レ

　
秘

２
得

９
５
収

－
地

　
土

　
（

　
）

４
９
税

１
９
地

　
（

０

０
・

４９，２

６４３

０

４
・

８８

９
８

■
」
Ｕ
一８

１

　
）

額
ソ

　
オ

　
ウ

　
万

税
１
０

　
（

数指

５

７
・

３５

７
・

３１

価
数

物
指

穀
貴

法
格

　
　
’
』

　
　
ナ

　
　
し

　
　
算

号
　
　
換

月
　
　
で

１
鵜
脇

９
５
５
５
定

ユ
ー
９
法

』
　
　
む

鴫
鰍

備

料
資
　
勘

る
か
に
高
率
の
租
税
負
担
を
農

民
に
負
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
の
両
者
を
対
比
す
れ
ぼ
第
２

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
２
表
で
み
る
よ
う
に
貨
幣

で
換
算
し
た
土
地
収
得
税
を
過

去
の
地
税
に
比
較
す
る
な
ら
ば
、

物
価
上
昇
を
さ
し
引
い
て
も
農

民
の
負
担
は
数
倍
な
い
し
一
〇

倍
も
激
増
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
日
帝
支
配
時
代
よ
り
も
農

民
負
担
が
増
大
し
た
朝
鮮
戦
争

前
の
地
税
を
な
お
は
る
か
に
超

二
二
　
（
二
四
五
）
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過
す
る
土
地
収
得
税
は
、
目
帝
下
の
地
税
に
く
ら
べ
て
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
李
朝
時
代
の
地
租
よ
り
も
苛
酷
な
封
建
的
租
税
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
土
地
収
得
税
は
地
主
・
富
農
に
は
有
利
に
、
零
細
農
民
に

は
不
利
に
偏
重
し
て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
土
地
収
得
税
の
徴
収
が
土
地
の
実
質
収
穫
高
と
は
無
関
係

に
、
土
地
の
賃
貸
価
格
を
基
準
に
し
て
固
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
明

確
に
露
出
し
て
い
る
（
同
法
第
二
十
三
条
）
。

　
周
知
の
よ
う
に
土
地
が
基
本
的
生
産
手
段
に
な
っ
て
い
る
農
業
に
お

い
て
は
、
単
位
土
地
面
積
に
資
本
を
追
加
的
に
投
下
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

土
地
生
産
性
と
収
益
性
は
よ
り
高
ま
り
、
投
下
し
な
か
っ
た
同
一
面
積

の
土
地
に
く
ら
べ
て
よ
り
多
く
の
差
額
所
得
を
得
る
の
で
あ
る
。
特
に

「
農
地
改
革
」
後
、
土
地
所
有
に
対
し
て
形
式
上
一
定
の
「
制
限
」
を

加
え
て
い
る
条
件
の
下
で
地
主
・
富
農
は
、
単
位
土
地
面
積
へ
よ
り
多

く
の
資
本
を
投
下
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
収
益
を
高
め
る
方
向
を
と
っ
て

い
る
。
他
方
、
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
零
細
農
民
は
、
ア
メ
リ
ヵ

お
よ
び
李
承
晩
「
政
権
」
の
過
酷
な
収
奪
に
よ
っ
て
土
地
利
用
の
改
善

は
さ
て
お
き
、
そ
の
う
え
各
種
の
自
然
災
害
に
よ
る
凶
作
ま
で
が
加
わ

っ
て
単
位
面
積
当
り
収
穫
高
は
ま
す
ま
す
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
結
果

同
一
土
地
面
積
当
り
の
地
主
一
富
農
と
零
細
貧
農
と
の
収
穫
差
は
著
し

く
ひ
ら
い
て
い
く
ぱ
か
り
で
あ
っ
て
、

高穫

収
，

当歩町ｕ易模揚作耕表３第度年
５
６

１
９

上以”２０２
～

５１５１
～刈１０

１
・

～
５０満未ｊ

－釧呵
積面作耕

８０３２８９

６
・

１０８
●

０１４３
●

７７２

４
・

一

高
石

穫
（収り当歩町１

　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
（
二
四
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
一
端
を
一
九
五
六
年
度
耕

作
窺
模
別
町
歩
当
り
収
穫
高
で
み
れ
ぼ
第
３
表
の
と

お
り
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
実
質
収
穫
高
か
ら
み
れ
ぼ
地
主
・
富
農

は
法
定
比
率
よ
り
も
ず
っ
と
低
い
租
税
を
納
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
反
面
、
零
細
貧
農
は
き
わ
め
て
高

率
の
租
税
負
担
を
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
か
く
て
南
朝
鮮
に
お
げ
る
土
地
収
得
税
は
、
日
帝

支
配
時
代
と
同
様
に
封
建
的
地
代
の
一
部
分
す
な
わ

ち
直
接
的
生
産
老
の
剰
余
労
働
の
一
部
分
な
の
で
あ

り
、
そ
の
重
荷
は
零
細
貧
農
に
偏
重
し
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
は
、
租
税
制
度
を
通
じ
て
偲
偲
政
権
の

う
し
ろ
で
、
日
帝
に
代
っ
て
中
央
集
権
的
な
土
地
支

配
権
老
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
農

地
改
革
」
に
よ
っ
て
形
式
上
増
加
し
た
自
作
農
民

た
ち
も
、
結
局
、
封
建
的
土
地
収
得
税
を
背
負
わ
さ

れ
て
、
半
農
奴
的
地
位
か
ら
脱
却
し
え
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　
ま
た
、
農
民
収
奪
の
強
化
を
目
的
と
し
た
偲
偶
政

’

＾一
‘一

－
一
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権
の
租
税
制
度
は
、
む
ろ
ん
土
地
収
得
税
に
限
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
お

よ
び
李
承
晩
惚
偶
政
府
は
、
地
税
を
土
地
収
得
税
に
転
換
さ
せ
る
さ

い
、
土
地
生
産
物
に
対
す
る
一
さ
い
の
租
税
を
統
合
し
て
単
一
化
す
る

と
う
そ
ぶ
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
税
率
を
高
め
る
た
め
の
口
実
に
す
ぎ

な
い
も
の
で
あ
る
。
農
民
た
ち
は
、
土
地
収
得
税
だ
げ
で
な
く
戸
税
・
家

屋
税
・
水
利
組
合
費
・
「
国
民
会
費
」
・
「
韓
青
費
」
・
「
消
防
費
」
・
「
軍

警
援
護
費
」
．
「
師
親
会
〔
Ｐ
Ｔ
｛
〕
費
」
・
「
警
察
支
署
運
営
費
」
・
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

他
苛
敏
雑
税
と
無
数
の
雑
賦
金
を
強
要
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
酒

税
．
物
品
税
な
ど
、
結
局
は
勤
労
大
衆
に
転
嫁
さ
れ
る
問
接
税
の
負
担
は

た
え
ず
加
重
し
て
い
っ
て
い
る
。
と
く
に
近
年
に
い
た
っ
て
は
農
民
を

欺
ま
ん
し
彼
ら
の
反
租
税
闘
争
を
懐
柔
す
る
た
め
に
、
直
接
税
の
か
わ

り
に
問
按
税
の
比
重
を
た
え
ず
高
め
て
い
る
が
、
惚
偲
政
府
の
租
税
収

入
の
う
ち
問
接
税
の
ウ
ェ
ー
ト
は
一
九
五
〇
年
度
に
三
二
・
七
％
か
ら

一
九
五
七
年
度
に
は
五
六
・
九
％
に
激
増
し
て
い
る
。
以
上
み
て
き
た

よ
う
に
、
植
民
地
半
封
建
的
租
税
体
系
は
、
南
朝
鮮
農
民
の
零
落
と
貧

困
化
を
促
進
す
る
最
も
強
力
な
物
質
的
テ
コ
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　
（
１
）
　
「
農
村
に
は
公
謀
負
担
の
ほ
か
に
一
五
〇
余
種
の
雑
賦
金
が
あ
る
」
。

　
　
こ
の
ほ
か
に
「
微
兵
と
労
務
動
員
を
忌
避
す
る
た
め
の
交
際
費
」
、
こ
れ

　
　
ら
す
べ
て
が
農
民
の
膏
血
を
し
ぼ
り
取
る
も
の
で
あ
る
」
（
『
朝
鮮
日

　
　
報
』
一
九
五
五
年
六
月
十
日
付
）
。

　
　
　
　
キ
ム
．
ス
ソ
ジ
ュ
ン
「
農
地
改
革
」
後
の
南
朝
鮮
農
業
政
策

　
「
も
ろ
も
ろ
の
公
課
金
な
ら
び
に
税
金
は
、
農
民
の
経
済
状
態
に
く
ら

べ
て
年
々
反
比
例
的
に
増
大
し
て
お
り
、
彼
ら
の
農
業
用
商
晶
も
ま
た

同
じ
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
零
細
農
的
農
民
生
活
の
経
済
状
能
ぽ
、
反

作
用
的
に
悪
化
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
小
作
農
は
増
え
て
い
き
、
富

農
と
貧
農
と
の
差
は
大
き
く
な
る
一
方
で
あ
る
」
（
『
韓
国
年
鑑
』
一
九

五
七
年
版
）
。

二
　
農
村
信
用
政
策

　
信
用
体
系
は
、
ア
メ
リ
カ
・
隷
属
資
本
家
・
地
主
が
農
民
を
収
奪
す

る
た
め
の
有
力
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
は
、
搾
取
を
目
的
と
す
る
日
帝
の
農
村
信
用
体
系
　
　
金

融
機
関
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
一
九
〇
六

年
三
月
、
日
帝
は
「
農
工
銀
行
」
（
一
九
一
八
年
、
殖
産
銀
行
に
統
合
・

改
編
）
を
創
設
し
、
そ
の
後
同
行
の
触
手
と
し
て
各
地
に
御
用
的
な
金

融
組
合
を
組
織
し
て
、
農
民
を
相
手
に
苛
酷
な
高
利
貸
的
搾
取
を
敢
行

し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
朝
鮮
農
民
の
憎
悪
の
的
で
あ
る
金

融
組
合
が
解
放
後
も
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
保
存
・
継
承
さ
れ
、
そ
の
数

は
本
所
一
四
二
、
支
所
四
〇
九
、
合
計
五
五
一
個
所
で
あ
り
、
そ
の

組
合
員
数
は
二
〇
〇
余
万
人
に
達
し
て
い
た
。
金
融
組
合
信
用
の
破
壊

的
役
割
は
、
そ
の
貸
付
内
容
に
お
い
て
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
　
（
二
四
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
六
巻
・
第
二
号
）

成構ｕ房途用金資地農表４第
）
完

（

－

率
８
７
８
７
０
３
１
２
１
０

１
１

ヒ
止

一

１
入
入
済
他
計

途用金貨
一

’

資

ｆ
自
牛
旧
そ
合

し
た
生
産
的
な
信
用
で
あ
る
牛
馬
購
入
は
一
七
％
に
す
ぎ
な
い

ん
白
作
農
地
購
入
も
こ
の
範
ち
ゆ
う
に
入
れ
ら
れ
る
カ

〔
本
紙
昭
和
四
十
年
八
月
号
八
七
－
一

う
に
、
こ
の
中
に
は
小
作
権
の
剥
奪
・
そ
の
他
の
脅
迫
に
よ
っ
て
や
む

を
え
ず
地
主
の
土
地
を
強
制
的
に
買
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
農
民
が
多

数
を
し
め
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
と
は
農
民
を
金
融
組
合
の
債
務
奴
隷

に
転
落
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
金
融
組
合
債
務

は
、
そ
の
八
○
％
は
返
済
源
泉
が
微
弱
で
あ
る
か
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
な

い
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
負
債
を
拡
大
再
生
産
し
農
民
の
零
落
・

破
産
を
促
進
さ
せ
る
結
果
を
招
い
た
。

　
　
　
　
と
え
ぱ
、
金
融
組
合
の
貸
付

　
貸

　
の

　
旧
則
　
け
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を

版
Ｒ

年
３
１
　
　
占
め
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
農

４
８９

３
１
７
．
　
事
資
金
貸
付
げ
の
構
成
を
み

ｏ
』
一
４

報
１
９

年
一
　
れ
ぱ
第
４
表
の
と
お
り
で
あ

済
１
５

経
．
　
る
。

鮮
８
容

朝
蛆
内

『
１
９
け
　
　
第
４
表
で
み
る
ご
と
く
、

料
）
付
農
民
が
経
営
の
集
約
化
．
拡

資
注

　
　
　
　
大
化
の
た
め
に
直
接
必
要
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
む
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
し
か
し
前
章

　
　
　
一
九
頁
－
島
田
〕
で
言
及
し
た
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
　
（
二
四
八
）

　
金
融
組
合
は
、
「
農
地
改
革
」
以
後
、
南
朝
鮮
農
村
経
済
が
よ
り
零
細

化
し
、
農
民
の
貧
困
化
が
促
進
さ
れ
、
彼
ら
の
負
債
が
累
積
す
る
に
つ

れ
て
貸
付
金
回
収
難
の
危
険
が
増
し
た
条
件
を
考
慮
し
て
、
一
般
農
民

に
対
す
る
融
資
を
よ
り
厳
し
く
制
限
し
た
の
で
あ
る
。
南
朝
鮮
の
出
版

物
は
、
尤
大
な
零
細
農
民
は
融
資
対
象
に
な
り
え
た
い
と
い
う
こ
と
を

公
然
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
極
度
に
貧
困
化
し
た
わ
が
国
の
一

部
零
細
農
家
は
、
貸
付
け
の
対
象
者
に
な
る
に
は
余
り
に
貧
困
す
ぎ
る

よ
う
で
あ
る
。
…
…
第
一
に
こ
う
し
た
農
家
の
生
産
能
力
は
微
弱
な
の

で
回
収
不
可
能
の
危
険
率
が
高
い
し
、
第
二
に
用
途
が
生
産
の
た
め
に

直
接
使
わ
れ
る
よ
り
も
生
存
た
い
し
は
生
活
用
に
た
り
が
ち
で
あ
り
、

第
三
に
こ
う
し
た
農
家
は
杜
会
的
生
産
に
は
別
段
寄
与
し
な
い
も
の
な

の
で
あ
る
」
（
『
財
政
』
一
九
五
七
年
第
二
号
二
二
二
頁
）
。
　
そ
う
し
て

農
村
金
融
機
関
は
、
主
に
地
主
・
富
農
に
だ
け
融
資
し
た
の
で
あ
っ
て
、

た
と
え
ぼ
、
金
融
組
合
の
後
身
で
あ
る
「
政
府
」
管
轄
の
「
農
業
銀
行
」

の
貸
付
金
額
を
み
れ
ぱ
一
九
五
六
年
度
の
総
貸
付
額
一
五
億
七
、
七
四

〇
万
ウ
オ
ソ
の
う
ち
、
約
九
〇
％
に
あ
た
る
二
二
億
五
、
三
一
〇
万
ウ

．
オ
ン
は
地
主
・
富
農
層
に
貸
出
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
さ
に
こ
の
地
主
・
富
農
層
こ
そ
南
朝
鮮
の
勤
労
農
民
を
高
利
貸
債

権
に
よ
っ
て
苗
酷
に
搾
取
す
る
農
村
高
利
貸
業
老
で
あ
る
か
ら
、
上
で



み
た
金
融
機
関
の
貸
付
金
が
彼
ら
の
手
も
と
で
高
利
貸
資
金
に
転
化
す

る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
（
『
財
政
』
一
九
五
七
年
第

七
号
参
照
）
。

　
と
こ
ろ
で
金
融
組
合
の
利
子
率
は
き
わ
め
て
高
い
も
の
で
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
は
す
で
に
一
九
四
六
年
六
月
、
金
融
機
関
の
預
金
利
子
は
大
巾

に
引
き
下
げ
な
が
ら
も
、
他
方
貸
付
利
子
は
引
き
上
げ
て
い
る
。
つ
ま

り
一
般
貸
付
利
子
を
年
利
一
〇
～
一
八
老
に
引
き
上
げ
た
。
こ
の
利
子

率
は
資
本
主
義
的
信
用
に
特
徴
的
な
利
潤
率
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
、

と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
高
利
で
あ
る
。

　
農
民
に
対
し
て
高
利
貸
的
搾
取
を
行
な
う
た
め
の
資
金
は
、
塊
偶
政

府
の
貸
付
金
匁
ら
び
に
預
金
で
あ
る
。
　
こ
こ
で
い
う
「
偽
偲
政
府
」

貸
付
金
は
、
前
節
で
み
た
勤
労
人
民
か
ら
の
租
税
略
奪
に
よ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
諭
を
ま
た
な
い
。
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
僅
偶
当
局

は
、
日
ご
と
に
昂
進
す
る
イ
ン
フ
レ
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
、
ま
た
膨
張

す
る
予
算
の
資
金
を
入
手
す
る
た
め
に
、
氾
濫
す
る
通
貨
の
同
収
に
狂

奔
し
て
農
民
の
現
金
の
み
な
ら
ず
現
物
ま
で
も
「
農
村
復
興
現
物
貯
蓄
」

と
い
う
美
名
の
も
と
に
奪
う
に
い
た
っ
た
が
、
そ
の
苛
酷
さ
は
第
５
表

が
し
め
す
と
お
り
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
大
多
数
の
農
民
が
高
利
貸
の
重
荷
を
背
負
っ
て
飢

　
　
　
　
キ
ム
・
ス
ン
ジ
ュ
ソ
「
農
地
改
革
」
後
の
南
朝
鮮
農
業
政
策

）ンオウ万
１
０位単（蹟実」動運蓄貯民

国
．

「表５第
標
率

智

預
達

鮭
額

醐
標

年
目

鮭
額

研
蹟

年
実

１３
高

３
４
・

９
５
残

１１３
高

３

３
・９

５
残

１

％４１５

％６

１
・

９

ＯＯＯ，６

０２１，ユ

６８０，３

６２０，１

８８３，６

９０５，１

２０３，３

３８４

額
会

套
合
糸
連

金
合

預
組

関
鏑

幾香融金

ち

ス
ノ

のそ

　
餓
と
困
窮
に
あ
え
い
で
い
る
な
か
で
、
金
融
組

　
合
の
「
貯
蓄
」
実
緕
が
最
も
高
い
比
率
を
示
し

　
て
い
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
ア
メ
リ
カ

　
お
よ
び
傭
偲
政
権
が
ど
れ
ほ
ど
苛
酷
に
農
民
に

　
　
「
貯
蓄
」
を
強
要
し
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
ま
さ
に
こ
う
し
て
強
奪
し
た
資
金
が
農
民
に
対

　
す
る
高
利
貸
資
金
と
し
て
回
帰
し
て
い
る
の
で

　
あ
る
。
　
金
融
組
合
は
僅
偲
政
府
の
公
認
さ
れ

　
た
代
行
概
関
（
「
韓
国
銀
行
法
」
第
八
五
条
）

　
と
し
て
韓
国
銀
行
の
貸
付
金
を
基
礎
に
し
て
、

　
米
穀
・
夏
穀
・
藁
工
品
の
強
制
収
集
お
よ
び
分

　
配
、
輸
入
肥
料
の
購
買
お
よ
び
分
配
事
業
を
通

　
じ
て
も
農
民
収
奪
に
加
担
し
て
い
る
。

版
年
　
信
用
を
通
じ
て
の
農
民
収
奪
は
以
上
の
べ
た

５
５１

９
金
融
機
関
に
限
ら
た
い
。
す
で
に
み
た
よ
う
に

』鑑
銀
行
は
も
ち
ろ
ん
、
金
融
組
合
の
融
資
対
象
か

年斉繍
ら
も
排
除
さ
れ
て
い
る
多
数
の
貧
農
は
、
殺
人

『枠
的
高
利
貸
に
依
存
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

資
　
と
く
に
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
李
承
晩
佛
働
政
権
に
。

　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
　
（
二
四
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
六
巻
・
第
二
号
）

よ
る
農
民
収
奪
の
強
化
、
土
地
の
強
制
的
押
し
売
り
お
よ
び
有
償
分
配
、

農
業
生
産
力
の
継
続
的
衰
退
、
イ
ン
フ
レ
、
零
細
農
経
営
の
急
速
な
増

大
、
農
民
の
貧
困
化
過
程
の
促
進
　
　
こ
れ
ら
す
べ
て
は
互
い
に
結
ぴ

つ
い
て
高
利
貸
蔓
延
に
好
都
合
の
温
床
に
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
「
農
地

改
革
」
後
も
な
お
農
村
で
政
治
的
経
済
的
に
優
位
を
し
め
て
い
る
地
主

．
富
農
は
、
土
地
の
強
制
的
押
し
売
り
お
よ
び
売
上
代
金
と
金
融
機
関

の
貸
付
金
ま
で
も
独
占
し
て
、
こ
れ
を
高
利
貸
資
金
に
転
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
農
民
搾
取
を
強
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
南
朝
鮮
農
村
に
は

況状加増債負家農表６第

債負り当戸農１額総債負

ンオウ
６３０４

１
■

７９８

６４５２，２

Ｏ
■

Ｏ０５，４

ンオウ意
♂
１
８

５
０

００１

５３５９１

１１４５９１

６５９１

６

７
・

５９１

高
利
貸
的
搾
取
分
野
が
急
激
に
拡
大
し
て

い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
「
朝
鮮
目
報
」

（
一
九
五
五
・
九
・
一
九
）
は
、
「
韓
国
の

農
村
杜
会
経
済
は
高
利
貸
経
済
構
造
の
上

に
構
築
さ
れ
て
い
る
」
、
と
指
摘
し
て
い

る
。　

偲
偲
政
府
「
農
林
部
」
調
査
に
よ
る
不

十
分
で
あ
り
過
小
評
価
さ
れ
た
資
料
に
よ

っ
て
さ
え
も
、
農
家
負
債
は
第
６
表
の
よ

う
に
激
増
し
て
い
る
。

第
６
表
で
み
る
よ
う
に
一
九
五
七
年
六

）％位単（比成構債負家農ｕ易者権債表７第

計

他
人

の
間

そ
民

付
者貸問

民
業子母頼関機融金易者

．
権債

ＯＯ０１４０

６
・

３５６９３
１
９

６
・

２１
■

８１

　
）

重
％

比
（るめ占に債負総

３
８

～
３
７皿号－第年

５
８

１
９』政財『料資

　
　
　
　
　
　
一
一
八
　
（
二
五
〇
）

月
現
在
、
農
家
負
債
総
額
は
一
〇
〇
億
ウ
オ
ン
、

二
戸
当
り
四
、
五
〇
〇
ウ
オ
ソ
に
達
し
て
お
り
、

個
々
の
地
方
、
た
と
え
ぱ
慶
尚
南
道
金
海
郡
と
慶

尚
北
道
奉
化
郡
の
よ
う
な
地
方
で
は
、
二
戸
当
り

六
、
○
Ｏ
○
ウ
オ
ン
と
一
万
七
、
四
〇
〇
ウ
オ
ソ

の
巨
額
の
負
債
を
そ
れ
ぞ
れ
背
負
っ
て
い
る
。
総

体
的
に
は
、
南
朝
鮮
農
民
の
負
債
額
は
わ
ず
か
四

年
の
問
に
一
一
倍
に
も
激
増
し
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
天
文
学
的
な
数
字
の
負
債
が

一
体
ど
う
い
う
性
格
の
も
の
で
あ
る
か
を
考
察
し

て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
こ
の
負
債
の
債
権
者
別
構
成
を
み
れ
ぱ

第
７
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
７
表
で
わ
か
る
よ
う
に
、
金
融
機
関
か
ら
の

農
家
負
債
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
あ
り
、
そ
の
残
り

は
全
部
民
間
高
利
貸
に
依
存
し
て
い
る
。
と
こ
ろ

で
、
い
わ
ゆ
る
大
農
層
の
負
債
が
二
二
・
五
億
ウ

オ
ソ
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
金
融
機
関
の
融
資

は
、
大
体
に
お
い
て
大
農
お
よ
び
中
農
の
上
層
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債
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句
資事

俸
入購糧食金資事農類分ｕ牙途用

０

０
・

１
０７

８
．

８

９
．

０

４
・

１６
●

０２９

６
．

４

　
）

　
％

　
（

　
重

　
比

に
る

額
め

債
占負総

３
８

～
３
７甘号－第年

５
８

１
９料資

キ
ム
・

ス

に
だ
げ
行
な
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
そ
の
大
部
分
を
民
間
高
利
貸
業

老
に
依
存
し
て
い
る
負
債
の
用
途
が
ど
う
い
う

も
の
で
あ
る
か
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
白
分
の
経
営
の
集
約
化

ま
た
は
拡
大
化
に
投
じ
る
生
産
的
目
的
の
も
の

で
は
な
く
、
飢
餓
と
零
落
を
一
時
的
に
ま
ぬ
が

れ
る
た
め
の
消
費
的
負
債
で
あ
る
。
こ
う
し
た

事
情
は
、
農
家
負
廣
の
用
途
別
構
成
に
明
確
に

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
第
８
表
で
み
る
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
非
生
産
的

消
費
に
使
わ
れ
る
負
債
は
五
三
・
一
％
に
も
お

よ
ん
で
い
る
。
そ
し
て
農
事
資
金
用
の
負
債
は

地
主
・
富
農
層
が
そ
の
大
部
分
を
独
占
し
て
い

る
の
で
、
そ
の
下
層
の
農
民
が
非
生
産
的
支
出

の
た
め
に
借
り
る
負
債
比
重
は
は
る
か
に
高

い
。
ま
た
、
い
つ
も
飢
餓
と
貧
窮
に
坤
吟
し
て

い
る
南
朝
鮮
農
民
が
な
に
用
の
負
債
を
背
負
っ

ジ
ュ
ン
「
農
地
改
革
」
後
の
南
朝
鮮
農
業
政
策

て
い
る
か
は
、
そ
の
借
り
入
れ
時
期
別
構
成
に
も
反
映
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
年
問
借
入
総
額
の
う
ち
三
月
～
五
月
の
三
カ
月
間
の
比
重
は
四

九
％
で
あ
る
。
零
細
農
民
に
と
っ
て
悲
惨
な
食
糧
難
に
あ
え
ぐ
端
境
期

に
借
入
れ
る
彼
ら
の
負
債
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
大
部
分
が
命
を
つ
な

ぐ
た
め
や
む
を
え
ず
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
食
糧
借
入
れ
な
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
農
家
負
債
の
う
ち
現
物
負
債
の
比
重
は
六
〇
％
以
上
に
も

お
よ
ん
で
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
農
家
負
債
の
八
○
％
以
上
は
殺
人
的
な
民
問
高
利
貸

業
者
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
大
部
分
が
生
産
的
負
債
で
は
な

く
「
窮
迫
」
負
債
で
あ
る
。
当
然
な
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
負
債

の
利
子
率
は
き
わ
め
て
高
く
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
ふ
っ

う
年
利
五
五
～
一
〇
〇
％
に
も
達
す
る
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
げ
高
利

貸
的
搾
取
の
う
ち
最
も
苛
酷
な
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
立
稲
先
売
」
ま

た
は
「
立
麦
先
売
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
わ
ず
か
二
～
三
ヵ
月
間
に
一
〇

〇
％
の
利
子
が
っ
く
も
の
で
、
っ
ま
り
農
産
物
を
半
値
も
貰
え
ず
に
前

売
り
す
る
と
こ
ろ
の
、
立
稲
先
売
・
立
麦
先
売
に
は
、
じ
っ
に
数
十
万

の
農
民
た
ち
が
参
加
し
て
い
る
。
立
稲
先
売
は
、
公
表
の
資
料
に
よ
っ

て
さ
え
一
九
五
三
年
に
三
七
万
四
、
○
○
○
余
件
、
一
九
五
四
年
に
は

四
八
万
四
、
○
○
○
余
件
も
あ
り
、
そ
の
借
入
金
額
は
八
九
〇
余
万
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
（
二
五
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
六
巻
・
第
二
号
）

オ
ン
と
一
、
七
〇
〇
余
万
ウ
オ
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
達
し
て
い
る
。
そ
し
て

こ
れ
に
四
〇
～
五
〇
万
戸
の
農
家
が
し
ぱ
ら
れ
て
苛
酷
な
高
利
貸
的
搾

取
を
受
げ
て
お
り
、
そ
の
負
債
額
は
一
九
五
三
～
五
四
年
一
年
問
に
二

倍
に
増
加
し
て
い
る
。
南
朝
鮮
の
出
版
物
に
よ
れ
ば
、
最
近
〔
一
九
五
〇

年
代
末
　
島
田
〕
に
い
た
っ
て
は
こ
の
立
稲
先
売
ま
た
は
立
麦
先
売
よ

り
も
っ
と
苛
酷
な
高
利
貸
の
搾
取
形
態
で
あ
る
青
田
売
買
・
黒
田
売
買
、

は
て
は
白
田
売
買
ま
で
横
行
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
と
い
う
の
は
、
青
田

売
買
は
作
物
が
青
々
と
発
芽
レ
た
と
き
に
す
で
に
秋
の
収
穫
時
に
返
す

約
束
で
高
利
債
を
借
り
る
も
の
で
あ
り
、
黒
田
売
買
は
作
物
の
芽
が
出

る
前
に
、
白
田
売
買
は
い
ま
だ
白
雪
が
つ
も
っ
て
い
る
時
に
そ
の
田
ん

凄
で
こ
れ
か
ら
耕
作
し
て
で
き
た
も
の
を
払
う
約
束
の
も
と
に
借
り
る

負
債
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
長
利
穀
・
セ
ッ
ク
カ
リ
・
統
雇
只
〔
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
玩
物
高
利
貸
で
あ
る
。
セ
ッ
ク
カ
リ
は
、
絶
糧
農
家
が
秋

の
新
米
で
言
わ
れ
る
ま
ま
の
高
利
を
つ
け
て
返
す
約
定
の
も
と
に
、
端

境
期
に
地
主
・
富
農
か
ら
食
糧
を
借
り
る
も
の
で
あ
り
、
統
雇
只
は
同

じ
く
端
境
期
に
地
主
・
富
農
の
土
地
の
耕
作
労
働
を
し
て
や
る
約
束
の

下
に
、
労
賃
と
は
決
し
て
言
え
な
い
ほ
ど
の
わ
ず
か
た
食
糧
を
彼
ら
か

ら
貰
う
彩
態
で
あ
る
　
　
島
田
〕
等
々
の
苛
酷
た
封
建
的
高
利
貸
さ
く

取
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
蔓
延
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
　
（
二
五
二
）

　
農
民
の
こ
う
し
た
苦
難
な
境
遇
に
つ
け
こ
ん
で
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
偲

偶
当
局
は
農
民
搾
取
を
よ
り
強
化
し
て
い
る
が
、
最
近
李
承
晩
「
政
府
」

が
立
稲
先
売
の
「
防
止
策
」
と
い
う
名
目
で
実
施
し
は
じ
め
た
、
「
米
穀

担
保
融
資
」
が
ま
さ
に
そ
の
あ
ら
わ
れ
の
一
つ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
李

承
晩
「
政
府
」
は
、
「
財
政
事
情
上
食
糧
の
政
府
買
上
げ
を
中
止
」
し

て
、
そ
の
か
わ
り
「
米
穀
担
保
融
資
」
に
よ
っ
て
農
民
か
ら
米
を
か
き

あ
つ
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
傭
偶
政

権
の
き
わ
め
て
狡
滑
な
目
的
が
ひ
そ
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
、
第
一
に
銃

剣
の
威
嚇
・
恐
喝
に
よ
っ
て
も
年
々
失
敗
す
る
食
糧
強
制
買
上
げ
を
巧
．

妙
な
陰
蔽
さ
れ
た
手
法
で
容
易
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
二

に
「
財
政
事
情
上
困
難
で
あ
る
か
ら
」
こ
れ
ま
で
食
糧
強
制
買
上
げ
の

さ
い
一
定
の
価
格
支
払
い
に
必
要
と
し
た
「
政
府
」
資
金
も
節
約
し
、

信
用
と
い
う
煙
幕
を
も
ち
い
て
穀
物
を
安
価
で
略
奪
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
第
三
に
例
年
秋
に
な
れ
ば
生
産
費
に
も
な
ら
な
い
ほ
ど
暴

落
す
る
米
価
の
、
し
か
も
そ
の
八
割
程
度
の
半
額
を
先
渡
し
し
て
、
そ

の
償
還
時
に
は
高
率
の
利
子
を
っ
け
て
返
済
さ
せ
（
「
世
界
通
信
」
一
九

五
八
・
九
・
一
〇
）
、
そ
の
結
果
「
政
府
」
自
身
が
暴
利
を
吸
い
上
げ
る

高
利
貸
業
者
に
な
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
最
後
に
穀
物
価
格
の
先

渡
額
を
さ
Ｌ
引
い
た
残
り
の
金
額
は
ア
メ
リ
カ
の
余
剰
物
資
　
　
肥
料

…
』…

１’－

…＾＾’山山
出

山
甘

｛一山
－

仙

‘

山
－

｛
山…｛…



代
金
と
し
て
控
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
余
剰
商
品
を
高
値

で
売
り
つ
げ
る
の
に
も
こ
れ
を
利
用
Ｌ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
が
占
領
し
て
い
る
南
朝
鮮
農
村

の
信
用
体
系
は
日
帝
の
そ
れ
を
改
悪
し
た
も
の
で
あ
る
。
金
融
機
関
と

個
人
高
利
貸
業
者
、
そ
れ
に
偲
偶
政
府
も
加
わ
っ
て
零
細
農
民
の
窮
乏

化
過
程
に
吸
血
鬼
の
ご
と
く
喰
い
つ
い
て
農
民
の
膏
血
を
絞
り
、
こ
の

貧
困
と
零
落
過
程
を
一
層
促
進
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
過
程
に
お
い

て
農
民
た
ち
は
、
結
局
は
土
地
を
手
放
さ
れ
一
家
没
落
・
．
破
産
を
余

儀
な
く
さ
せ
ら
れ
て
お
り
、
よ
し
ん
ぼ
土
地
を
完
全
に
喪
失
し
て
い
な

い
農
民
た
ち
の
場
合
も
ま
た
高
率
地
代
の
形
態
で
封
建
的
地
代
を
納
め

る
隷
属
農
民
に
転
落
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
ん
に
ち
、
南
朝
鮮
農
民
の

約
九
〇
％
は
、
こ
う
し
た
高
利
貸
の
鉄
ク
サ
リ
に
し
ぱ
ら
れ
て
い
る
隷

属
農
民
な
の
で
あ
る
。

三
　
農
村
流
通
政
策

　
流
通
過
程
は
、
租
税
お
よ
び
信
用
分
野
と
同
様
に
、
農
民
を
収
奪
す

る
た
め
の
最
も
重
要
な
テ
コ
の
一
つ
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
、
流
通
休

系
を
通
じ
て
、
傭
偲
政
府
の
戦
争
予
算
な
ら
び
に
軍
事
力
を
強
化
す
る

た
め
に
必
要
な
農
産
物
を
安
値
で
収
奪
し
、
自
己
の
余
剰
商
品
を
高
値

　
　
　
　
キ
ム
・
ス
ソ
ジ
ュ
ソ
「
農
地
改
革
」
後
の
南
朝
鮮
農
業
政
策

で
売
り
つ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
二
重
に
利
得
を
得
る
だ
げ
で
な
く
、
南

朝
鮮
に
対
す
る
植
民
地
略
奪
政
策
の
重
要
な
政
治
的
支
柱
で
あ
る
朝
鮮

人
隷
属
資
本
家
の
利
益
を
も
お
し
は
か
る
の
で
あ
る
。
流
通
過
程
は
等

価
交
換
と
い
う
外
皮
の
も
と
に
搾
取
的
本
質
が
陰
蔽
さ
れ
る
の
で
、

狡
猜
な
ア
メ
リ
ヵ
は
こ
れ
を
利
用
し
て
農
民
に
対
す
る
収
奪
を
よ
り
一

層
強
化
し
て
い
る
。

　
す
で
に
日
帝
支
配
時
代
に
わ
が
国
で
は
、
従
来
白
給
自
足
で
あ
っ
た

農
村
で
農
業
と
家
内
手
工
業
と
の
分
離
過
程
が
あ
る
程
度
進
行
し
て
い

た
。
日
本
資
本
主
義
の
「
中
枢
」
で
あ
っ
た
綿
織
物
を
は
じ
め
各
種
の

被
服
材
料
、
日
用
必
需
品
お
よ
び
そ
の
他
の
消
費
材
が
怒
と
う
の
ご
と

く
お
し
よ
せ
、
現
代
的
運
輸
・
通
信
網
が
朝
鮮
各
地
を
連
結
し
、
発
達

し
た
信
用
・
流
通
体
系
が
確
立
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
朝
鮮
農
村
は
し
だ

い
に
従
来
の
停
滞
的
で
孤
立
的
な
状
態
か
ら
脱
皮
し
て
商
品
経
済
に
ひ

き
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
資
本
主
義
的
商
品
が
山
間
僻
地
ま
で

浸
透
し
て
、
そ
れ
が
農
業
と
家
内
手
工
業
と
の
分
解
作
用
を
促
進
さ
せ

た
の
で
あ
る
。
解
放
後
、
南
朝
鮮
に
お
い
て
は
目
帝
に
か
わ
っ
て
ア
メ

リ
カ
の
余
剰
商
品
が
農
村
市
場
に
氾
濫
す
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
、
南

朝
鮮
農
民
は
衣
類
お
よ
び
そ
の
他
の
日
用
消
費
品
は
も
ち
ろ
ん
、
肥
料

お
よ
び
そ
の
他
の
生
産
財
ま
で
も
全
部
ア
メ
リ
カ
の
余
剰
商
品
に
。
依
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
　
（
二
五
三
）



　
　
　
　
立
命
館
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せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
南
朝
鮮
を
自
己
の
余
剰
商
品
販
売
市

場
に
転
落
さ
せ
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
は
南
北
朝
鮮
問
の
経
済
的
断
絶

を
気
違
い
の
よ
う
に
強
行
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
情
は
、
不
断
に
増

大
す
る
租
税
・
公
課
金
の
支
払
い
と
と
も
に
、
農
民
の
貨
幣
需
要
を
非

常
に
増
大
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
か
よ
う
な
南
朝
鮮
農
民
の
資
本
主
義
的
商
品
流
通
過
程
へ
の
引
き
入

れ
、
彼
ら
の
生
活
の
商
品
・
貨
幣
関
係
へ
の
依
存
の
増
大
、
し
た
が
っ

て
農
村
家
内
手
工
業
の
農
業
か
ら
の
分
離
　
　
こ
う
し
た
農
村
に
お
け

る
自
給
自
足
的
自
然
経
済
の
解
体
は
、
そ
の
杜
会
内
部
の
生
産
力
の
発

展
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
単
に
か
っ
て
は
目
帝
・
こ
ん
に
ち
は
米
帝

の
余
剰
商
品
の
販
売
市
場
と
し
て
朝
鮮
農
村
を
再
編
成
し
た
も
の
に
。
す

ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
〔
本
紙
昭
和
四
十
年
八

月
号
八
七
～
一
一
九
頁
参
照
　
　
島
田
〕
農
業
生
産
は
旧
態
依
然
な
半

封
建
的
零
細
耕
作
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
農
村
に
お
げ
る
封
建
的
遺
制

は
清
算
で
き
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
の
下
で
は
、
農
業

生
産
の
商
業
的
経
営
へ
の
一
定
の
転
化
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
き

わ
め
て
制
限
を
受
げ
ざ
る
を
え
な
い
し
、
自
家
消
費
的
性
格
を
濃
厚
に

維
持
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
こ
う
し
て
南
朝
鮮
農
村
の
流
通
過
程
で
は
、
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
　
（
二
五
四
）

資
本
制
商
品
と
、
半
封
建
的
零
細
農
民
た
ち
の
自
家
消
費
用
ま
た
は
半

消
費
的
農
産
物
と
が
交
換
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
は
自
明
で
あ
る
。
一

こ
の
流
通
過
程
に
お
い
て
、
農
民
た
ち
の
生
産
物
は
価
値
以
下
ど
こ
ろ

か
生
産
価
格
以
下
で
販
売
さ
れ
る
が
、
他
方
ア
メ
リ
カ
の
余
剰
商
品
は

独
占
的
な
高
価
格
で
売
り
っ
げ
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
は
火
を
み
る
よ

り
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
農
民
た
ち
の
穀
物
を
最
も
安
い
値
段
で
強
奪
す
る
さ
い
、
「
糧
穀
収
集

制
」
は
重
要
な
テ
コ
に
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
は
＾
南
朝
鮮
を
占
領
す

る
や
そ
の
初
期
か
ら
食
糧
を
統
制
し
始
め
た
し
、
「
米
穀
収
集
令
」
（
一

九
四
六
・
一
）
・
「
夏
穀
収
集
令
」
（
一
九
四
六
・
五
）
・
「
米
穀
収
集
法
」

（
一
九
四
六
・
八
）
・
「
糧
穀
買
入
法
」
（
一
九
四
八
・
一
〇
）
な
ど
の
諸

法
令
を
相
次
い
で
濫
発
し
て
、
米
穀
ぱ
か
り
で
な
く
夏
穀
ま
で
も
強
制

的
に
買
上
げ
る
道
に
ふ
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。
「
糧
穀
収
集
制
」
は
、
価

格
の
決
定
・
支
払
お
よ
び
収
集
規
模
の
査
定
・
徴
収
に
お
い
て
、
目
帝
の

供
出
制
度
と
全
く
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
糧
穀
収
集
制
は
、

生
産
費
以
下
の
低
廉
な
価
格
、
収
集
量
の
義
務
的
性
格
お
よ
び
収
集
方

法
の
強
制
性
か
ら
し
て
、
完
全
に
追
加
的
租
税
の
性
格
を
も
つ
も
の
で

あ
る
。

　
こ
こ
で
収
集
穀
物
の
代
価
と
い
う
も
の
は
、
市
場
価
格
と
は
く
ら
べ

’川
’
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」

…
＾
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’
…



も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
低
い
も
の
で
あ
っ
て
、
生
産
物
の
価
値
は
い
う

に
お
よ
ぼ
ず
生
産
費
さ
え
も
補
墳
で
き
え
な
い
略
奪
的
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
収
集
価
格
と
市
場
価
格
を
対
比
す
れ
ぼ
第
９
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
９
表
で
み
る
よ
う
に
、
収
集
価
格
は
大
体
に
お
い
て
市
場
価
格
の

三
分
一
か
ら
二
分
の

）％位単（比格価場市の格価集収表９第

７５９１５５９１３５９ユ９４９１６４９１

Ｏ０１

５
７

Ｏ０１

３
９

Ｏ０１

７
３

Ｏ０１

５
５

Ｏ０１

３
６

格価場市

格価集収

に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
低
廉
な
価

　
　
格
す
ら
戦
争
予
算
に
よ
る
赤
字
財
政
に
も

　
　
が
い
て
い
る
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
惚
偲
政
府

他のそ号月
１
０

９
・

８
．

７
一

６
・

５
．

年

版
５
７

年
１
９

５
７
』

１
９
報

』
月

鑑
査

年
調

済
銀

経
韓

『
一
　
『
ｕ

料資

キ
ム
・

ス
ン

ジ
ュ

は
、
そ
の
支
払
を
引
き
延
ぼ
す
ぼ
か
り
で

な
く
価
格
の
一
部
は
各
種
の
「
国
債
」
・

雑
賦
金
な
ど
で
相
殺
し
、
一
部
は
「
補
償

物
資
」
と
い
う
形
で
農
民
に
は
不
要
な
ア

メ
リ
カ
の
余
剰
商
品
を
売
り
つ
け
る
の
に

悪
ら
つ
に
利
用
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
こ
の
略
奪
的
な
穀
物
収

集
は
、
不
可
避
的
に
農
民
の
強
力
な
反
抗

に
ぶ
つ
か
ら
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
ア

メ
リ
カ
お
よ
び
李
承
晩
「
政
府
」
は
、

「
食
糧
収
集
計
画
違
反
に
関
す
る
規
則
」

を
制
定
し
、
食
糧
収
集
に
応
じ
な
か
っ
た

ン
「
農
地
改
革
」
後
の
南
朝
鮮
農
業
政
策

と
い
う
か
ど
で
一
九
四
七
年
だ
げ
で
も
八
、
六
三
一
名
を
投
獄
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
農
民
の
高
ま
る
反
抗
気
勢
を
制
圧
し
え
な
い
事
態
に

い
た
っ
た
。
そ
こ
で
共
和
国
北
半
部
〔
北
朝
鮮
〕
に
対
す
る
侵
略
戦
争

を
挑
発
し
た
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
李
承
晩
一
味
は
、
膨
張
す
る
軍
事
費
と

軍
需
食
糧
を
調
達
す
る
た
め
に
「
農
地
債
遠
穀
」
と
と
も
に
、
強
権
的

か
つ
略
奪
的
な
租
税
形
態
で
あ
る
土
地
収
得
税
を
も
っ
て
収
集
制
に
置

き
換
え
て
現
物
で
納
付
さ
せ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
足
り
な
く
て

穀
物
「
買
上
げ
」
を
強
行
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
強
制
買

上
げ
量
は
、
　
「
農
地
償
遠
穀
」
収
納
期
限
が
近
づ
く
に
に
っ
れ
て
年
々

増
加
し
、
そ
れ
は
事
実
上
従
来
の
収
集
制
と
本
質
的
に
違
わ
な
い
も
の

で
あ
る
。

　
と
く
に
、
こ
う
し
た
略
奪
的
強
制
買
上
げ
が
農
民
各
階
層
に
与
え
た

影
響
は
均
等
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
場
合
も
、
す
で
に
み
た
租
税
の

場
合
と
同
様
に
地
主
・
富
農
は
、
強
制
買
上
げ
に
よ
る
損
失
の
大
部
分

を
中
・
小
農
民
に
転
嫁
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
第
１
０
表
が
し
め
す
と
お

り
で
あ
る
。

　
第
１
０
表
で
み
る
よ
う
に
、
耕
地
面
積
一
町
歩
末
満
の
零
細
農
民
層
は

そ
の
総
生
産
量
に
対
す
る
買
上
げ
量
の
比
率
が
大
農
の
二
倍
な
い
し
三

倍
に
達
し
て
お
り
、
彼
ら
は
市
場
販
売
農
産
物
を
全
然
ま
た
は
ほ
と
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
　
（
二
五
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
六
巻
・
第
二
号
）

　
　
）

　
　
戸

　
　
７
７

　
　
１

　
　
一
一

　
　
数

　
　
戸

　
　
査

　
　
調

　
　
里

況
谷

状
論

上
面

買
岩

物
鰯

幟
興

廓
齢

階
搬

　
　
（

，
表

１
０第

量

石

０
０
５

売

一
１
０
ユ
ー
２

５
３

販

５

１

４

○
口
ｏ
◎

場

８
１

市

、

Ａ

％
Ｏ
■

６
■

Ｏ
■

０
■

６
１

／

９
９
３
４

Ｂ

，

量

石Ｏ
０
５
０

上

６
●

６
●

１
●

Ｏ
●

５
３

買
回

４
（
ｏ

Ｆ
Ｏ
「
Ｏ

１
・
一
り
＾
２

７

府政

１

量

石０
０
４
０

産

４
●

凶
Ｆ
０
７
‘
４
４
　
１
・
一
〇
〇
６

３
１

生

７
，

１

総

１

分

満

区

未
』
１
０
上

計

模観

賦
｝

作

●

●

■

合

耕

０

５９皿号月６年
５
７”』政財『料資

ど
持
っ
て
い
な
い
反
面
、

大
農
は
強
制
買
上
げ
の
比

重
が
低
い
代
り
に
自
分
の

生
産
物
を
大
部
分
有
利
な

価
格
で
自
由
市
場
で
販
売

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事

情
は
第
１
０
表
で
み
る
部
落

以
外
の
と
こ
ろ
で
も
同
様

で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と

は
説
明
を
要
し
な
い
。

　
そ
れ
で
は
次
に
、
自
由

市
場
に
お
い
て
は
農
民
が

ど
の
よ
う
に
収
奪
さ
れ
て

い
る
か
を
み
る
こ
と
に
し

よ
う
。
ア
メ
リ
カ
と
李
承

晩
偲
偲
政
府
が
農
地
償
還

穀
・
土
地
収
得
税
の
ほ
か
に
独
占
的
性
格
の
強
制
的
穀
物
収
奪
を
強
行

し
た
た
め
に
、
自
由
市
場
に
お
げ
る
農
産
物
の
流
通
分
野
は
相
対
的
に

狭
い
範
囲
に
制
限
さ
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
四
　
（
二
五
六
）

　
南
朝
鮮
の
農
業
生
産
物
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
小
生
産
者
に
よ
っ
て

生
産
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
農
産
物
商
品
は
全
地
域
の
小
農
の
手

も
と
に
少
量
づ
っ
散
在
し
て
い
る
。
だ
か
ら
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
や
朝

鮮
人
隷
属
資
本
家
は
、
こ
う
い
う
ふ
に
分
散
し
て
い
る
農
産
物
商
品
を

そ
の
生
産
者
か
ら
じ
か
に
は
購
入
し
え
な
い
の
で
、
そ
こ
に
は
無
数
の

中
間
商
人
が
介
在
す
る
よ
う
に
な
る
。
す
た
わ
ち
、
独
占
資
本
は
く
も

の
巣
の
よ
う
に
屯
っ
れ
あ
っ
て
い
る
複
雑
た
中
間
商
業
網
を
触
手
と
し

て
作
り
上
げ
て
お
り
、
そ
の
一
例
と
し
て
穀
物
の
場
合
を
み
れ
ぱ
次
頁

の
図
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
む
ろ
ん
こ
の
図
表
は
、
南
朝
鮮
米
穀
流
通
の
一
般
的
経
路
を
示
す
も

の
に
す
ぎ
ず
、
実
際
は
こ
れ
よ
り
も
っ
と
複
雑
で
あ
り
、
よ
り
多
く
の

中
間
過
程
が
介
在
し
て
い
る
。
独
占
資
本
は
組
織
的
に
農
会
倉
庫
・
米

穀
倉
庫
・
信
用
機
関
な
ど
を
通
じ
て
直
接
的
に
１
、
ま
た
は
融
資
お
よ
び

そ
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
間
接
的
に
、
中
問
商
業
網
を
掌
握
し
て
老
大

た
農
産
物
を
安
値
で
独
占
す
み
。
か
く
の
ご
と
き
複
雑
た
資
本
主
義
的

流
通
体
系
の
中
で
、
商
業
的
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
農
業
生
産
．

老
た
ち
は
完
全
に
商
人
の
あ
や
っ
り
物
に
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
農
民

た
ち
は
こ
の
流
通
過
程
に
お
い
て
、

　
Ｈ
、
投
機
的
な
価
格
操
作
に
も
て
あ
そ
ば
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
中



構機通流穀米鮮朝南表図

者産生者産生

行

者産生

商貨雑人買仲

者業米精方地商穀米方地

）託委（

人買仲

商行

商託委商売卸

商売＾
ノ

者費消者費消者費消

　
す
て

　
用
し

　
利
な

　
を
を

　
便
組

車
一

　
列
で

２
に
名

６
主
数

皿
て
う

号
つ
つ

月
持
ふ

５
を
　
，

年
本
り

５
８
資
あ

１
９
己
で

』
自
人

政
は
商

財
商
間
　
。

汀
行
中
る

　
　
る
い

料
）

資
注

問
の
各
段
階
ご
と
に
行
た
う
穀
物
検
査
手
数
料
・
仲
介
人
の
口
銭
．
運

賃
・
中
問
商
業
の
商
業
利
潤
を
負
担
せ
ね
ぽ
な
ら
ず
（
中
央
米
穀
市
場

の
米
穀
商
組
合
規
定
に
よ
れ
ぱ
各
売
買
段
階
ご
と
に
そ
の
手
数
料
は
一

臥
当
り
三
〇
〇
ウ
オ
ン
で
あ
る
）
、

　
ｏ
、
秤
量
・
品
質
倹
査
の
さ
い
に
も
だ
ま
さ
れ
て
損
失
を
受
げ
る
な

ど
、
二
重
三
重
の
搾
取
を
受
け
て
い
る
。

　
商
品
・
貨
幣
経
済
の
も
と
で
、
価
格
水
準
は
農
民
の
所
得
と
収
益
性

　
　
　
　
キ
ム
・
ス
ン
ジ
ュ
ソ
「
農
地
改
革
」
後
の
南
朝
鮮
農
業
政
策

を
決
定
す
る
重
要
な
要
因
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
問
題
と
な
る
の
は
、

農
産
物
の
一
般
的
市
場
価
格
で
は
な
く
、
農
民
っ
ま
り
生
産
者
が

直
接
取
得
す
る
地
方
的
農
産
物
価
格
で
あ
る
。
ま
た
、
農
産
物
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
格
の
変
動
は
、
そ
の
生
産
循
環
の
特
性
と

　
　
　
　
　
２

　
　
　
０
　
　
　
２

　
榊
１
　
３
　
　
　
関
連
し
て
ふ
つ
う
一
年
を
期
問
と
し
て
季

　
価
　
　
　
４
４

　
売
　
９
　
４
　
　
　
節
的
性
格
を
強
く
も
っ
て
い
る
の
で
、
農

　
卸
　
　
　
」
川
ー

　
ル
　
８
　
３
９
　
　
　
民
の
農
産
物
販
売
収
入
は
価
格
の
地
方
差

率
〃
　
　
８

動
０
７
　
３
９
　
　
　
ぱ
か
り
で
な
く
季
節
的
な
価
格
変
動
に
よ
ｉ

変
　
　
　
　
３

格
　
　
　
６
　
２
５
　
　
　
　
っ
て
も
影
響
を
う
げ
る
。

価
　
　
　
　
　
９

穀
　
　
５
　
２
１
　
　
　
　
南
朝
鮮
の
農
村
で
は
、
小
農
生
産
が
支

米
均
　
　
４
　
鵬
　
　
　
配
的
で
あ
る
こ
と
、
資
本
主
義
的
信
用
．

平
　
　
　
　
　
　
３

問
　
　
　
　
曲
．
皿
　
流
通
体
系
が
不
備
で
あ
る
こ
と
、
通
貨
流

　
　
　
３

年
　
　
　
　
２
　
号

１
０
　
　
　
　
１
唄
１
０
　
通
が
ひ
ど
く
不
安
定
で
あ
る
こ
と
な
ど
に

　
　
　
２
　
１
　
第

易
月
　
　
　
　
４
　
年
　
よ
っ
て
、
農
産
物
価
格
の
地
域
差
な
ら
び

　
　
　
１
　
１
３
　
５
７

表
　
　
　
　
Ｏ
　
”
　
に
季
節
的
変
動
は
き
わ
め
て
激
し
い
。

ｕ
　
１
２
　
ｕ
測

第
Ｏ
経
第
ｕ
表
で
み
る
よ
う
に
米
穀
価
格
は
新

　
　
　
ｕ
　
１
Ｏ
業

　
　
　
　
　
　
　
産
　
米
が
出
回
る
十
一
月
に
最
も
底
を
つ
い
て

　
　
　
冊
＼
数
い
い
て
、
そ
れ
か
ら
漸
次
上
昇
を
め
七

　
　
　
＼
指
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
八
・
九
月
に
は
頂
点
に
達
す
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
　
（
二
五
七
）
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な
り
、
こ
う
し
た
変
動
を
毎
年
く
り
か
え
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
米
穀

価
格
の
最
低
月
と
最
高
月
と
の
問
に
は
、
十
年
問
平
均
四
・
五
倍
の
差

を
示
し
て
お
り
、
そ
の
最
も
激
し
い
年
度
に
は
一
〇
～
一
七
倍
も
の
大

き
な
差
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
日
帝
支
配
時
代
で
あ
る
一
九
二
一
～

三
〇
年
の
十
年
間
の
平
均
月
別
変
動
率
約
一
一
％
、
　
一
九
三
〇
～
三

九
年
の
十
年
問
の
一
五
％
と
対
比
す
れ
ば
、
そ
の
変
動
は
数
十
倍
と
い

う
激
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
ん
に
ち
ア
メ
リ
ヵ
占
領
下
の
南

朝
鮮
経
済
の
極
端
な
不
安
定
性
な
ら
び
に
零
細
農
民
の
極
度
の
貧
窮
性

を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
事
情
は
農
村
の
各
階
層
に
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
影
響
を
与
え

る
。
す
な
わ
ち
経
済
的
地
盤
が
堅
固
で
余
裕
の
あ
る
地
主
・
富
農
層

は
、
秋
の
収
穫
時
に
は
安
く
な
っ
た
穀
物
を
か
え
っ
て
買
占
め
て
お
い

て
、
価
格
が
最
も
上
昇
し
た
夏
に
そ
れ
を
自
分
の
生
産
物
と
あ
わ
せ
て

販
売
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
場
価
格
の
変
動
を
有
利
に
利
用
す
る
。
こ

れ
と
は
逆
に
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
零
細
貧
農
は
加
重
す
る
租
税
・
公
課

金
．
債
務
な
ど
の
支
払
い
に
追
い
っ
め
ら
れ
て
、
農
産
物
の
大
部
分
を

秋
に
や
む
な
く
売
波
し
、
春
や
夏
に
な
る
と
自
家
食
糧
を
高
価
格
で
買

い
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
南
朝
鮮
農
民
た
ち

が
秋
に
は
ほ
と
ん
ど
「
窮
迫
販
売
」
を
し
て
い
る
ど
い
う
現
象
は
第
１
２
表

一
二
六
　
（
二
五
八
）

き動の率化品商と率落騰価米問年Ｕ易月表
１
２第

３
６
一

５

Ｏ

－

１

８

１

１

２

一

１

２

３

９

９

ｉ

３
０
一

２

６
２
一

２

２

Ｏ
）
７
‘

７
‘
り
＾

８
ｏ
ソ

８

６

１
■
１
■

４

２

２

２

９
４

７
‘
Ｆ
Ｏ

一
Ｌ
Ｕ
Ｆ
Ｏ

７

Ｆ
０
１
■
一

１
↓
１
■
．

ｏ
０
１
１

２

２

２

７
’
１
■

４
４

一
Ｌ
Ｏ
ｏ
Ｏ

６

Ｆ
０
１
■

１
・
一
り
４

り
４
■
１

２

２

２

８
ｏ
ｏ

４
「
ｏ

３
２

”
ｏ
４

５

７
‘
り
＾

５
２

１

１

１

８
１
↓

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

３
ｏ
ｏ

５
（
）

４

ｏ
ｏ
り
ん

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

１

１

１

８
（
ｏ

Ｆ
ｏ
３

３
４

（
ｏ
４

３

１
１
一
４

２
４

１

１

１

１
■
　
１
■

。
４
１
１

４
４

７
‘
（
０

２

１
■
ｏ
Ｏ

１

り
＾
ｏ
ｏ

１

１

（
Ｏ
Ｏ
）

Ｏ
ｏ
ソ

ｏ
Ｏ
＾
Ｏ

Ｏ
ｏ
Ｏ
リ

１

１
１
一
＾
Ｏ

１

り
＾
（
Ｏ

１

１

９
Ｑ
ｏ

２

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

０
７

だ
ｏ
Ｏ

１

０
４

１
１
一
１
１
一

Ｏ
（
ｏ

１
↓
１
■

１
↓
　
１
↓

Ｏ
Ｏ

１

Ｏ
Ｏ

（
）
ｎ
）

（
）
（
）

ユ

Ｏ
Ｏ

１
１
一
１
■

Ｏ
Ｏ

１
■
１
■

１
↓
１
■

ｕ易月

率
率

率
率

ヒ

率
率

ヒ

落
刷

落
捌

ヒ

分区

落
刷

騰
商

騰
商

騰
商

６

７

５

５

～

均

～

度

５

６

５

年

５

９

９

１

１

平

４２皿号ユ第年
５
８

１
９』政財『料資

“

＾血～
山

山…
｛

山

…
凸

’

’’



で
明
確
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
す
な
わ
ち
第
１
２
表
は
、
農
産
物
の
八
○
％
ち
か
く
を
米
価
が
最
も
安

い
十
一
～
三
月
問
に
販
売
せ
ざ
る
を
え
な
い
南
朝
鮮
農
民
の
貧
窮
さ
を

如
実
に
示
し
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
極
度
の
貧
困
に
あ
え
ぐ
多
く
の

南
朝
鮮
農
民
は
、
新
穀
収
穫
時
ま
で
も
ち
こ
た
え
ら
れ
な
い
の
で
立
稲

先
売
・
立
麦
先
売
な
ど
の
高
利
貸
的
商
行
為
に
乗
せ
ら
れ
て
、
彼
ら
の

血
と
汗
で
作
っ
た
穀
物
を
す
て
値
で
奪
わ
れ
る
惨
事
が
ご
く
あ
り
ふ
れ

た
現
象
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
言
及
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
農
民
た
ち
が
安
い
価
格
で
収
奪
さ
れ
る
の
は
単
に
穀
物
に
か
ぎ
る
の

で
は
な
く
、
そ
の
ほ
か
の
農
産
物
、
た
と
え
ば
綿
花
・
蚕
繭
・
藁
工
品

な
ど
も
体
系
的
に
収
奪
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
農
産
物
は
大
体
に
お

い
て
そ
の
生
産
物
全
都
を
商
品
化
す
る
と
い
う
特
性
を
利
用
し
て
、
ア

メ
リ
カ
お
よ
び
偲
偶
政
権
は
、
早
く
か
ら
日
帝
の
悪
名
高
い
公
販
制
を

継
承
・
実
施
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
義
務
的
に
農
民
た
ぢ
が
持
参
し
た

農
産
物
の
品
質
、
等
級
お
よ
び
価
格
な
ど
を
「
郡
庁
」
や
「
郡
農
会
」

〔
朴
政
権
の
も
と
で
は
「
農
業
協
同
組
合
」
　
　
島
田
〕
職
員
ま
た
は

そ
の
委
託
を
受
け
た
商
人
が
、
一
方
的
官
僚
的
に
決
定
し
て
隷
属
資
本

家
に
引
き
渡
す
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
隷
属
資
本
家
は
必
要
な
農
産
物

原
料
を
安
い
価
格
で
大
量
に
買
い
占
め
る
。
南
朝
鮮
農
民
た
ち
が
こ
の

　
　
　
　
キ
ム
・
ス
ソ
ジ
ュ
ソ
「
農
地
改
革
」
後
の
南
朝
鮮
農
業
政
策

よ
う
な
形
態
で
収
奪
さ
れ
た
も
の
だ
げ
で
も
、
毎
年
綿
花
数
百
万
斥
．

蚕
繭
約
百
万
貫
・
臥
一
、
○
○
○
万
～
二
、
○
○
○
万
枚
に
達
し
て
お

り
、
そ
の
価
格
は
生
産
費
に
も
満
た
な
い
略
奪
的
な
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
と
表
ば
自
由
市
場
価
格
に
対
す
る
綿

花
買
上
げ
価
格
の
比
率
は
、
一
九
四
七
～
五
四
年
問
に
は
平
均
二
三
彪

で
あ
り
、
そ
の
最
低
年
度
に
は
自
由
市
場
価
格
の
七
％
と
い
う
安
値
で

収
奪
さ
れ
て
い
る
（
『
経
済
年
鑑
一
九
五
六
年
版
皿
－
二
七
頁
）
。

　
農
産
物
価
格
は
、
そ
れ
自
体
の
価
格
の
絶
対
的
水
準
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
時
間
的
空
問
的
変
化
ぼ
か
り
で
な
く
他
の
商
品
群
、
婁
言
す
れ
ぱ

農
民
が
消
費
す
る
工
業
商
品
価
格
と
の
相
互
関
係
が
問
題
に
な
る
の
で

あ
る
。
な
ぜ
た
ら
ぱ
農
産
物
の
価
格
騰
貴
に
よ
っ
て
農
民
の
貨
幣
収
入

が
増
え
た
と
し
て
も
、
農
民
た
ち
が
必
要
と
す
る
工
業
製
品
で
あ
る
農

業
生
産
手
段
と
生
活
資
料
の
価
格
が
農
産
物
価
格
以
上
に
騰
貴
し
た
と

す
れ
ぼ
、
農
民
の
境
遇
は
不
利
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
南
朝
鮮
の
農
民
た
ち
か
ら
安
い
価
格
で
農
産
物
を
収
奪

し
た
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
隷
属
資
本
家
は
、
自
分
た
ち
の
工
業
製
品
を
農

村
に
供
給
す
る
時
に
。
は
独
占
的
高
価
格
で
売
り
つ
げ
る
。
工
業
商
品
の

価
格
つ
り
上
げ
と
農
業
生
産
物
価
格
の
抑
制
は
、
資
本
家
が
勤
労
農
民

を
搾
取
す
る
主
要
形
態
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
一
般
的
に
。
独
占
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
　
（
二
五
九
）
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主
義
段
階
に
入
る
や
独
占
資
本
は
、
そ
の
支
配
権
を
利
用
し
て
無
制
限

な
自
由
競
争
の
条
件
の
下
で
形
成
さ
れ
る
価
格
で
は
た
く
て
人
為
的
に

作
り
上
げ
ら
れ
る
独
占
価
格
で
、
自
已
の
製
品
を
販
売
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
独
占
的
超
過
利
潤
を
獲
得
す
る
。
こ
う
し
た
独
占
的
超
過
利
潤
の

源
泉
は
、
課
税
お
よ
び
そ
の
他
の
政
策
に
よ
っ
て
完
全
に
市
場
を
独
占

し
て
い
る
植
民
地
に
お
い
て
は
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ア

メ
リ
カ
占
領
下
の
南
朝
鮮
の
事
態
が
ま
さ
に
そ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
は
南
朝
鮮
の
肥
料
市
場
を
完
全
に
独
占
し
て
肥

料
を
高
価
格
で
売
り
つ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
三
年
イ
ギ
リ

ス
の
硫
安
肥
料
輸
出
価
格
は
ト
ソ
あ
た
り
平
均
約
四
七
・
六
九
ト
ル
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
南
朝
鮮
に
投
入
し
た
ア
メ
リ
カ
の
肥
料
価
格
は
こ

れ
よ
り
四
三
％
も
高
い
六
七
・
八
一
ド
ル
で
あ
っ
た
し
、
こ
の
肥
料
価

格
に
は
さ
ら
に
隷
属
的
な
為
替
レ
ー
ト
に
よ
る
換
算
額
と
高
い
間
接
税

を
附
加
し
て
農
民
に
押
し
つ
げ
る
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
停
戦
〔
一

九
五
三
年
七
月
　
　
島
田
〕
後
に
も
あ
れ
こ
れ
の
口
実
の
も
と
に
自
分

た
ち
の
持
ち
こ
む
肥
料
価
格
を
し
き
り
に
引
き
上
げ
て
お
り
、
一
九
五

五
～
一
九
五
六
年
問
だ
げ
で
も
硫
安
肥
料
を
四
五
四
％
・
加
里
肥
料
を

四
五
〇
％
・
過
石
肥
料
を
三
五
〇
％
引
き
上
げ
た
し
、
さ
ら
に
一
九
五

八
年
に
入
っ
て
も
全
般
的
に
九
～
四
〇
％
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
　
（
二
六
〇
）

し
て
資
本
主
義
経
済
に
特
徴
的
な
農
産
物
価
格
と
工
業
商
品
価
格
間
の

「
鋏
状
価
格
差
」
は
、
南
朝
鮮
に
お
い
て
き
わ
め
て
激
し
い
。
こ
こ
で

農
産
物
（
穀
物
）
と
工
業
商
品
（
肥
料
）
間
の
価
格
変
動
を
み
れ
ぱ
、

後
者
の
価
格
が
前
者
の
そ
れ
に
く
ら
べ
て
急
速
に
騰
貴
し
て
い
る
。

　
第
１
３
表
で
み
る
よ
う
に
、
一
九
四
七
～
五
七
年
間
に
南
朝
鮮
農
民
た

ち
が
生
産
し
た
穀
物
価
格
に
く
ら
べ
て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
し
た
肥

料
価
格
は
二
・
二
倍
も
上
っ
て
い
る
。
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し
カ
し
同
表
は
、
農
民

た
ち
が
農
産
物
販
売
と
工

業
商
品
購
入
に
お
け
る
価

格
差
に
よ
っ
て
蒙
る
損
失

を
完
全
に
反
映
し
て
い
な

い
。
と
い
う
の
は
、
だ
い

い
ち
こ
の
表
は
肥
料
価
格

が
穀
物
価
格
に
く
ら
べ
て

相
対
的
に
高
か
っ
た
一
九

四
七
年
を
基
準
に
し
て
お

り
、
そ
の
う
え
肥
料
も
穀

物
も
こ
こ
で
は
ソ
ウ
ル
卸

…｛
＾…

＾
１

一
」＾
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－
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売
物
価
を
基
準
に
と
っ
て
い
る
が
、
農
民
た
ち
は
ソ
ウ
ル
卸
売
価
格
で

は
な
く
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
低
い
生
産
地
卸
売
価
格
で
、
さ
ら
に
そ

の
多
く
の
部
分
は
生
産
費
以
下
の
法
定
価
格
で
穀
物
を
販
売
し
て
お

り
、
他
方
彼
ら
が
肥
料
を
購
入
す
る
さ
い
に
は
こ
れ
ま
た
ソ
ウ
ル
卸
売

価
格
で
は
な
く
、
今
度
ぱ
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
地
方
小
売
価
格

で
買
入
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
事
情
は
、
農
民
た
ち
の
生
産
手
段
だ
け
で
は
な
く
生
活
資

料
の
工
業
商
品
と
の
対
比
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
た
と
え
ぼ
米
穀

価
格
と
綿
布
価
格
と
の
変
動
を
対
比
す
れ
ぼ
第
１
４
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

数指動変の格価穀米と格価布綿表
１
４第

５１
■

ｕ

４
・

９
５１９４９１６３９！

ＯＯＯ，ＯＯＯ，３

Ｏ０６，２９２，８

Ｏ０７．３６００１

Ｏ０３．１３００１

格価米

格価布綿

号
１
０第年

５
７

１
９』政財『料資

キ
ム
・

ス
ン
ジ

　
第
１
４
表
が
明
確
に
し
め
し
て
い
る
よ

う
に
、
一
九
三
六
～
一
九
五
四
年
間
に

米
価
は
三
万
倍
上
昇
し
て
い
る
の
に
対

し
て
、
綿
布
価
格
は
八
万
二
、
九
二
六

倍
も
上
昇
し
て
い
る
。
結
局
、
米
価
は

綿
布
価
格
に
く
ら
べ
れ
ぼ
三
六
％
に
相

対
的
低
下
を
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。　

ア
メ
リ
カ
お
よ
び
李
承
晩
傭
偶
当
局

は
、
農
産
物
に
対
す
る
こ
う
し
た
低
価

「
農
地
改
革
」
後
の
南
朝
鮮
農
業
政
策

格
政
策
を
イ
ン
フ
レ
の
緩
和
、
産
業
建
設
の
促
進
、
都
市
住
民
の
生
計

の
維
持
と
い
う
ナ
ソ
セ
ソ
ス
な
理
由
で
妥
当
化
し
よ
う
と
試
み
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
事
実
に
よ
っ
て
す
ぐ
さ
ま
反
駁
さ
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
農
民
か
ら
安
く
収
奪
し
た
穀
物
価
格
は
、
都
市
庄
民
に
供
給

す
る
小
売
価
格
に
は
き
わ
め
て
稀
薄
に
反
映
さ
れ
る
だ
げ
で
、
し
か
も

そ
れ
は
労
働
者
に
対
し
て
は
低
賃
金
政
策
の
好
都
合
の
口
実
に
利
用
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
直
接
消
費
者
に
対
す
る
相
対
的
に
高
い
穀
物
小
売
価

格
は
、
た
ん
に
都
市
庄
民
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
生
産
者
で
あ
る
無

数
の
零
細
貧
農
ま
で
も
収
奪
す
る
よ
う
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ぽ
零
細
貧

農
は
自
分
が
生
産
し
た
穀
物
だ
け
で
は
わ
ず
か
数
ヵ
月
の
生
計
し
か
維

持
で
き
な
い
の
で
、
逆
に
穀
物
の
購
買
者
と
し
て
登
場
す
る
よ
う
に
な

る
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
で
み
た
よ
う
に
農
民
た
ち
は
流
通
過
程
を
通
じ
て
も
二
重
三
重

の
搾
取
を
受
け
て
お
り
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
隷
属
資
本
家
の
私

腹
を
ふ
と
ら
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
事
情
に
つ
い
て
は
南
朝
鮮
出
版
物

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

ま
で
も
糾
弾
し
て
い
る
。

　
（
２
）
　
「
解
放
後
一
九
五
六
年
秋
ま
で
の
満
十
年
間
無
茶
苦
茶
に
原
価
収
奪

　
　
を
受
け
て
き
た
。
農
民
の
立
場
か
ら
は
二
重
の
価
格
収
奪
を
受
け
て
き

　
　
た
の
で
あ
っ
て
、
直
接
的
に
は
上
記
の
生
産
原
価
以
下
の
買
上
げ
ま
た

　
　
は
苛
酷
な
収
納
価
格
に
よ
る
価
格
収
奪
で
あ
り
、
問
接
的
に
は
農
産
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
九
　
（
二
六
一
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
六
巻
・
第
二
号
）

価
格
と
工
産
晶
価
格
の
不
均
衡
に
よ
る
価
格
の
収
奪
な
の
で
あ
る
」
。

　
「
農
産
物
の
価
格
収
奪
が
た
ん
に
米
穀
ば
か
り
で
は
な
く
、
食
糧
を

は
じ
め
藁
工
晶
・
繭
な
ど
従
来
公
販
〔
半
強
制
的
供
出
－
島
田
〕
の

対
象
に
な
っ
た
も
の
は
み
な
そ
う
で
あ
っ
た
し
、
工
業
商
晶
は
一
さ
い

自
由
処
分
〔
自
由
販
売
　
　
島
田
〕
で
あ
っ
た
の
で
、
解
放
後
都
市
の

ご
く
少
数
の
商
工
人
が
に
わ
か
成
金
に
な
っ
た
の
は
、
農
産
物
の
強
権

的
収
集
と
価
格
統
制
－
端
的
に
指
摘
す
れ
ば
価
格
収
奪
の
利
益
を
享

受
し
、
農
民
大
衆
の
犠
牲
に
よ
っ
て
な
り
え
た
事
を
立
証
し
て
あ
ま
り

あ
る
も
の
が
あ
る
」
（
『
財
政
』
一
九
五
七
年
第
十
号
八
一
頁
）
。

　
「
彼
ら
農
民
の
生
産
商
晶
は
原
価
以
下
の
安
い
価
格
で
略
奪
さ
れ
る

反
面
、
農
民
は
再
生
産
に
要
す
る
商
晶
す
な
わ
ち
種
子
．
肥
料
．
農
機

具
・
農
薬
な
ど
、
そ
し
て
生
活
必
需
晶
ま
で
も
重
利
潤
〔
二
重
三
重
も

の
不
当
な
高
利
潤
－
島
田
〕
を
付
け
加
え
た
高
価
格
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
を
購
入
せ
ね
ば
な
ら
な
い
時
期
は
ま
さ
に
端

境
期
で
あ
る
。
現
金
の
な
い
農
民
の
再
生
産
用
品
の
購
入
資
金
は
一
口
同
利

貸
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
、
韓
国
農
村
社
会
経
済
が
高
利
貸
経

済
構
造
の
上
に
構
築
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
事
実
を
何
び
と
が
否
定
で

き
よ
う
か
？
」
（
『
朝
鮮
日
報
』
一
九
五
五
・
九
・
一
九
）
。

　
　
四
　
「
農
業
組
合
」
と
「
農
業
銀
行
」
の
正
体

　
一
九
五
八
年
に
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
李
承
晩
傭
偲
政
府
は
、
一
九
五
七

年
二
月
に
南
朝
鮮
「
国
会
」
で
通
過
さ
せ
た
「
農
業
組
合
法
」
と
「
農

業
銀
行
法
」
の
一
部
条
項
を
修
正
し
て
実
施
す
る
段
階
に
入
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
一
〇
（
二
六
二
）

こ
の
法
案
も
ま
た
そ
の
略
奪
性
と
む
き
だ
し
の
反
動
性
の
た
め
に
南
朝

鮮
「
国
会
」
内
部
に
お
い
て
さ
え
大
き
な
物
議
を
惹
起
さ
せ
、
野
党

「
議
員
」
の
反
対
不
参
加
の
う
ち
に
李
承
晩
の
「
自
由
党
」
所
属
「
議

員
」
だ
げ
で
通
過
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
佛
偲
当
局
が
「
農
業
組
合
法
」
と
「
農

業
銀
行
法
」
を
ね
つ
造
す
る
よ
う
に
な
っ
た
動
機
と
目
的
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
？

　
そ
れ
は
「
農
地
改
革
」
の
結
果
南
朝
鮮
農
村
に
お
い
て
起
き
て
い
る

変
動
し
た
情
勢
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
が
「
農
地
改

革
」
を
実
施
し
た
目
的
の
一
つ
は
、
農
民
収
奪
を
強
化
し
て
獲
得
し
た

収
益
を
自
己
に
有
利
に
再
分
配
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
、

「
改
革
」
後
に
は
農
民
搾
取
構
造
に
お
い
て
一
定
の
変
化
が
生
じ
た
、

と
い
う
こ
と
は
す
で
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
租
税
、
信

用
お
よ
び
流
通
分
野
を
通
じ
た
農
民
搾
取
の
比
重
が
格
段
と
増
大
し
て

い
る
。
こ
と
に
「
農
地
改
革
」
は
朝
鮮
戦
争
中
に
実
施
さ
れ
、
し
た
が

っ
て
侵
略
戦
争
を
遂
行
す
る
た
め
に
「
土
地
収
得
税
」
・
「
農
地
償
還
穀
」

を
は
じ
め
と
す
る
現
物
収
奪
に
重
点
を
お
い
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
し

か
し
こ
う
し
た
露
骨
的
で
し
か
も
横
暴
な
収
奪
は
日
増
し
に
昂
ま
る
農

民
の
反
抗
に
よ
っ
て
長
く
継
続
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
漸
次
流
通
分
野

｝｛
＾山山
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を
通
じ
た
、
よ
り
巧
妙
か
つ
陰
蔽
さ
れ
た
搾
取
を
前
面
に
押
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
変
動
し
た
新

し
い
情
勢
に
対
応
し
て
、
農
村
搾
取
休
系
な
ら
び
に
機
構
を
再
整
備
・

強
化
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
一
九
四
五
年
解
放
後
に
も
南
朝
鮮
農
村
に
は
過
去
日
帝

支
配
時
代
に
人
民
の
憎
悪
の
対
象
で
あ
っ
た
、
「
農
会
」
・
「
金
融
組
合
」

・
「
産
業
組
合
」
な
ど
の
撲
村
団
体
が
そ
の
ま
ま
存
続
さ
せ
て
農
民
収
奪

を
敢
行
し
て
き
た
。
こ
こ
で
こ
れ
ら
の
団
体
を
主
要
部
門
別
に
み
れ
ぼ
、

生
産
分
野
に
「
農
会
」
、
信
用
分
野
は
　
「
金
融
組
合
」
、
流
通
分
野
に

は
「
産
業
組
合
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
搾
取
機
能
を
担
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
こ
の
三
種
類
の
農
村
団
休
の
う
ち
日
帝
が
最
も
力
を
入
れ
た

の
は
「
曲
辰
会
」
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
尤
大
な
官
僚
的
機
構
で
あ
り
郡
行

政
機
関
と
一
体
に
な
っ
て
農
業
生
産
全
般
を
干
渉
・
統
制
し
、
日
帝
の

農
産
物
略
奪
に
奉
仕
し
た
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
流
通
分
野
に
お
い
て

農
民
搾
取
に
加
担
し
た
も
の
は
、
前
述
の
「
産
業
組
合
」
が
中
心
に
な

っ
て
い
た
が
、
「
農
会
」
お
よ
び
「
金
融
組
合
」
も
農
村
に
お
け
る
販
売

・
購
買
事
業
に
そ
れ
ぞ
れ
進
出
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
「
農
会
」
と

「
金
融
組
合
」
は
尤
大
な
官
僚
的
組
織
と
経
済
的
能
力
を
も
っ
て
い
る

と
は
い
え
、
も
と
も
と
販
売
お
よ
び
購
買
の
機
能
を
も
ち
え
な
か
っ
た

　
　
　
　
キ
ム
・
ス
ン
ジ
ュ
ン
「
農
地
改
革
」
後
の
南
朝
鮮
農
業
政
策

し
、
農
村
に
お
け
る
販
売
お
よ
び
購
買
事
業
を
本
来
の
業
務
と
し
て
い

た
「
産
業
組
合
」
も
組
織
力
と
資
金
不
足
の
た
め
や
は
り
十
分
な
活
動

を
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
は
、
流
通
分
野
を
通
じ
た
農
民
搾
取
の
意
義
の
重
大
化
に

か
ん
が
み
、
前
述
し
た
機
構
上
の
欠
陥
を
是
正
し
て
農
民
収
奪
を
徹
底

化
し
よ
う
と
す
る
に
至
っ
た
。
結
局
、
「
農
業
組
合
」
と
「
農
業
銀
行
」

と
い
う
組
織
は
、
　
「
農
地
改
革
」
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
が
企
ん
だ
目
的

の
達
成
を
保
障
す
る
構
成
部
分
で
あ
り
、
　
「
農
地
改
革
」
に
よ
っ
て
生

じ
た
諸
変
動
に
対
応
し
た
農
村
搾
取
体
系
な
ら
び
に
機
構
の
整
備
・
強

化
の
あ
ら
わ
れ
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
そ
れ
は
、
日
帝
支
配
時
代
ま
た
は
解
放
後
南
朝
鮮
農
村
に
お
い

て
そ
の
反
動
的
正
体
が
あ
ま
り
に
も
あ
か
ら
さ
ま
に
た
っ
た
「
農
会
」

・
「
金
融
組
合
」
・
「
産
業
組
合
」
な
ど
を
解
散
し
て
、
一
見
違
う
よ
う

に
み
え
る
「
農
業
組
合
」
・
「
農
業
銀
行
」
を
組
織
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

農
民
を
欺
聴
し
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
機
構
を
通
じ
て
彼
ら
の
反
動
的
農

村
政
策
の
拠
点
で
あ
る
地
主
・
富
農
を
再
編
成
し
、
彼
ら
に
利
益
を
与

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
民
か
ら
日
増
し
に
孤
立
し
て
い
く
ア
メ
リ
ヵ

の
走
狗
李
承
晩
一
味
の
政
治
的
余
命
を
維
持
す
る
の
に
も
役
だ
て
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
　
（
二
六
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
六
巻
・
第
二
号
）

　
の
み
な
ら
ず
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
〔
一
九
五
八
年
　
　
島
田
〕
は
、

共
和
国
北
半
部
〔
北
朝
鮮
　
　
島
田
〕
農
村
に
お
い
て
農
業
の
協
同
化

　
　
偉
大
な
杜
会
主
義
的
変
革
が
起
き
た
時
期
な
の
で
あ
る
。
農
業
の

協
同
化
　
　
農
村
経
理
の
杜
会
主
義
的
改
造
に
関
す
る
朝
鮮
労
働
党
と

共
和
国
政
府
の
政
策
は
、
下
か
ら
の
農
民
の
熱
烈
な
支
持
と
歓
呼
の
う

ち
に
わ
ず
か
四
～
五
年
問
に
輝
や
か
し
く
完
遂
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

ん
に
ち
共
和
国
北
半
部
農
村
は
、
生
産
関
係
が
杜
会
主
義
的
に
改
造
さ

れ
た
土
台
の
う
え
で
、
生
産
力
は
末
曽
有
の
急
速
な
速
度
で
発
展
し
て

お
り
、
農
民
た
ち
の
生
活
は
急
激
に
向
上
し
て
い
る
。
共
和
国
北
半
部

の
全
農
民
は
、
い
ま
党
と
政
府
の
賢
明
な
指
導
の
も
と
に
、
共
産
主
義

の
地
上
楽
園
を
見
渡
せ
る
丘
を
目
指
し
て
千
里
馬
に
乗
っ
た
気
勢
で
疾

風
の
ご
と
く
つ
っ
走
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
飢
餓
と
貧
困
、
暗
黒
と
無
権
利
の
中
で
坤
吟
し

て
い
る
南
朝
鮮
農
民
を
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
塊
偲
一
味
に
反
対
す
る
闘
争

へ
立
ち
あ
が
ら
せ
る
無
限
な
鼓
舞
と
推
進
力
に
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ

カ
と
佛
偲
一
味
に
と
っ
て
は
、
共
和
国
北
半
部
農
村
に
お
げ
る
農
業
協

同
化
運
動
で
お
さ
め
て
い
る
前
述
の
輝
か
し
い
成
果
を
、
歪
曲
宣
伝
し

誹
諺
中
傷
す
る
の
に
も
欺
嚇
的
な
「
農
業
組
合
」
を
組
織
・
利
用
す
る

必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二
　
（
二
六
四
）

　
ア
メ
リ
カ
は
、
以
上
の
よ
う
な
一
石
三
鳥
の
狡
滑
た
目
的
の
も
と
に
、

一
九
五
五
年
八
月
に
は
ワ
シ
ソ
ト
ン
に
あ
る
「
連
邦
農
地
低
当
会
杜
」

副
総
裁
ジ
ョ
ソ
ソ
ソ
を
団
長
と
す
る
ア
メ
リ
ヵ
「
国
際
協
力
処
」
専
門

家
た
ち
を
、
っ
い
で
フ
ィ
リ
ピ
ソ
と
目
本
な
ど
で
農
業
部
門
の
ア
メ
リ

カ
侵
略
政
策
を
担
当
し
て
来
た
ク
ー
バ
ー
一
行
を
あ
い
つ
い
で
派
遺
し

て
南
朝
鮮
農
村
を
「
視
察
研
究
」
さ
せ
た
後
、
　
い
わ
ゆ
る
「
農
業
組

合
」
と
「
農
業
銀
行
」
の
設
置
を
李
承
晩
悦
偲
政
府
に
強
要
し
た
の
で

あ
る
。
一
九
五
七
年
二
月
、
南
朝
鮮
「
国
会
」
で
通
過
し
た
「
農
業
組

合
法
」
と
「
農
業
銀
行
法
」
は
、
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
の
勧
告
案
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
動
機
と
目
的
の
も
と
に
組
織
さ
れ
る
、
こ
の

「
農
業
組
合
」
と
「
農
業
銀
行
」
が
こ
れ
か
ら
農
民
収
奪
を
強
化
す
る

の
に
、
ど
の
よ
１
う
な
役
割
を
演
じ
る
よ
う
に
－
な
る
か
を
考
察
す
る
こ
と

に
し
よ
う
。

　
た
に
は
と
も
あ
れ
「
農
業
組
合
」
と
「
農
業
銀
行
」
は
、
ア
メ
リ
カ

独
占
資
本
と
朝
鮮
人
隷
属
資
本
が
農
村
に
浸
透
し
、
農
村
を
従
属
さ
せ

る
重
要
な
手
段
の
一
つ
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
い
ま
南
朝
鮮
経
済
は
完
全
に
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
の
植
民
地
的
隷
属

下
に
お
か
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
の
抑
圧
に
よ
っ
て
産
業
が

一
’－



○

破
壊
・
衰
退
し
た
条
件
の
下
で
、
す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
南
朝
鮮
市

場
に
は
ア
メ
リ
カ
の
余
剰
商
品
が
氾
濫
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
市
場

価
格
お
よ
び
流
通
組
織
は
ア
メ
リ
カ
独
占
爺
本
と
そ
の
支
配
下
に
あ
る

隷
属
資
本
家
の
手
に
掌
撞
さ
れ
て
い
る
。
鉄
道
・
港
湾
お
よ
び
そ
の
他

の
運
輸
、
通
信
手
段
、
そ
し
て
銀
行
お
よ
び
そ
の
他
の
金
融
機
関

こ
れ
ら
の
全
機
関
も
ま
た
ア
メ
リ
カ
独
占
筑
本
に
隷
属
さ
れ
て
お
り
、

米
帝
国
主
義
者
に
よ
っ
て
支
配
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
条
件
の
も
と
で
、
そ
の
組
合
員
が
必
要
と
す
る
物
資
を
購

入
し
、
組
合
員
が
生
産
し
た
農
産
物
を
販
売
し
、
組
合
員
の
賓
金
を
か

き
集
め
て
彼
ら
に
貸
付
け
る
業
務
を
遂
行
・
担
当
す
る
「
農
業
組
合
」

と
「
農
業
銀
行
」
は
、
購
買
取
引
に
お
い
て
は
閑
品
供
給
者
を
、
販
売

取
引
に
お
い
て
は
農
産
物
需
要
者
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
り
、
信
用
取

引
に
お
い
て
も
ま
た
円
滑
な
与
信
を
保
障
す
る
た
め
に
は
一
定
の
借
入

金
ま
た
は
預
金
収
集
な
ど
を
外
部
に
求
め
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
流
通

お
よ
び
信
用
分
野
が
独
占
寮
本
に
隷
属
し
て
い
る
条
件
の
も
と
で
は
、

必
然
的
に
信
用
の
杣
手
方
に
独
占
資
木
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
の
で

あ
っ
て
、
ま
さ
に
南
朝
鮮
の
場
合
に
は
ア
メ
リ
カ
の
独
占
資
本
ま
た
は

そ
の
支
配
下
に
あ
る
隷
属
賓
本
が
そ
の
相
手
方
と
し
て
の
し
上
が
る
の

で
あ
る
。
　
そ
う
し
て
、
　
も
し
「
農
業
組
合
」
と
「
農
業
銀
行
」
が
ア

　
　
　
　
キ
ム
・
ス
ン
ジ
ュ
ン
「
農
地
改
革
」
後
の
南
朝
鮮
農
業
政
策

メ
リ
カ
独
占
資
本
お
よ
び
隷
属
資
本
の
商
品
を
購
入
し
、
彼
ら
に
農
産

物
を
販
売
し
よ
う
と
す
れ
ぼ
、
こ
の
流
通
過
程
に
お
い
て
彼
ら
に
属
す

る
倉
庫
・
運
輸
・
通
信
手
段
な
ど
を
利
用
せ
ざ
る
を
え
な
い
し
、
ま
た

こ
れ
ら
の
資
本
が
所
有
し
て
い
る
よ
り
大
き
な
銀
行
か
ら
信
用
を
受
け

ね
ぼ
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
（
「
農
業
銀
行
」
は
惚
偲
政
府
お
よ
び
「
韓
因

銀
行
」
か
ら
信
用
を
受
け
る
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
　
　
同
法
第
三

六
条
）
、
流
通
お
よ
び
信
用
体
系
が
彼
ら
の
手
に
掌
握
さ
れ
て
い
る
条

件
の
も
と
で
は
、
　
「
農
業
組
合
」
と
「
農
業
銀
行
」
は
や
は
り
ア
メ
リ

カ
独
占
資
本
と
そ
の
支
配
下
に
あ
る
隷
属
資
本
に
経
済
的
に
完
全
に
隷

属
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
径
済
的
隷
属
は
、
政
治
的
・
組
織
的
支
配
に
、
よ
っ
て
よ
り
一
層
保
障

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
ヵ
と
李
承
晩
傭
偲
政
権
に
よ
る
組
織
的

・
官
僚
的
支
配
は
、
　
「
農
業
組
合
」
と
「
農
業
銀
行
」
の
組
織
に
お
い

て
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
点
に
っ
い
て
は
あ
と
で
ま
た
述
べ
る
が
、
こ

の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
と
李
承
晩
偲
偲
政
権
は
「
農
業
組
合
」
と
「
農
業

銀
行
」
を
組
織
的
・
経
済
的
に
白
己
の
手
に
掌
握
し
、
こ
れ
を
分
散
し

て
い
る
数
百
万
農
民
大
衆
に
対
す
る
搾
取
を
強
化
す
る
の
に
利
用
す
る

道
具
に
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
南
朝
鮮
に
お
い
て
ア
メ
リ
ヵ
の
侵
略
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
三
　
（
二
六
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
六
巻
・
第
二
号
）

軍
事
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
軍
事
費
の
多
く
の
部
分
を
負
担
す
る
も

の
は
農
民
で
あ
り
、
の
み
な
ら
ず
ア
メ
リ
カ
の
肥
料
お
よ
び
そ
の
他
の

余
剰
商
品
販
売
に
お
げ
る
主
要
搾
取
対
象
も
ま
た
南
朝
鮮
人
口
の
絶
対

的
多
数
を
し
め
る
農
民
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
南
朝
鮮
に
お
い
て
ア
メ

リ
カ
は
、
農
民
に
対
す
る
搾
取
に
特
別
匁
関
心
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の

う
ち
重
要
な
も
の
は
農
産
物
と
く
に
食
糧
の
収
奪
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

と
李
承
晩
傭
偲
一
味
は
、
日
々
膨
張
す
る
軍
事
予
算
と
、
傭
偲
軍
警
の

拡
充
お
よ
び
こ
れ
に
と
も
た
っ
て
増
大
す
る
軍
用
米
（
こ
れ
は
惚
偶
政

府
管
理
食
糧
の
四
〇
％
を
し
め
る
）
を
調
達
す
る
た
め
に
、
　
「
農
地
償

還
穀
」
・
「
土
地
収
得
税
」
・
「
水
利
組
合
費
」
・
そ
の
他
各
種
の
苛
敏
雑

税
に
よ
っ
て
穀
物
を
収
奪
し
て
も
、
な
お
不
足
す
る
の
で
、
　
「
肥
料
交

換
穀
」
か
ら
日
帝
の
強
制
供
出
ま
で
継
承
・
強
化
し
て
食
糧
を
奪
い
と

る
の
に
血
ま
た
こ
に
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
こ
の
食
糧
収
奪
計
画
は
、
戦
争
と
無
制
限
な
略
奪
に

反
対
す
る
農
民
の
堅
固
な
斗
争
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
戦
争
前
に
す
で
に
苦

汁
を
な
め
て
お
り
、
戦
争
後
も
相
変
わ
ら
ず
挫
折
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
銃
剣
の
威
赫
の
も
と
に
あ
ら
ゆ
る
野
蛮
的
な
手
法
を
用
い
た
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
争
前
の
穀
物
供
出
計
画
に
対
す
る
実
績
は
大
体
四

〇
～
五
〇
％
に
す
ぎ
ず
、
一
九
五
〇
～
五
三
年
問
の
年
平
均
米
穀
収
集

ヒ上対画計の」げ上買びよお納収「穀秋表
１
５第

）％位単（）皮年両
５
７

１
９

６
・

９
５Ｇ

訳内

げ上買穀換交料肥

穀
収糧与

貸
回税得収地土穀還償地農

の
比

１
」
寸

畷

総
全

０

８
．

４０
２
・９

７

９
・

５

０

４
．

６

９

９
・

４

０

２
．

９

８

８
．

７

０
７
・３

５

２
・

６

０
■

３６

８
０
・７

　
）
　
　
　
　
）

　
在
　
在

度
現
度
現

年
５
年
２
８

５
６
２
・
５
７
１
・

１
９
７
・
１
９
８
．

　
９
５
　
　
９
５

　
１
■
　
　
　
　
１
■

　
（
　
　
　
　
（

号２第年
５
８

１
９

蜘
呪

附
ｎ

　
つ

号
な

２
と

第
末

年
月

５
７
１
２

”
年

』
毎

報
は

月
限

査
期

調
定

行
法

銀
納

国
収

韓
穀

汀
秋

料
）

資
注

二
二
四
　
（
二
六
六
）

実
績
は
六
五
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
事
態
は
そ
の
後

も
変
ら
た
か
っ
た
。
停
戦
以
後
の

年
度
を
み
て
も
、
李
承
晩
売
国
逆

徒
と
も
は
数
百
万
絶
糧
農
民
に
対

す
る
救
護
対
策
に
は
目
を
ふ
さ
ぎ

「
農
地
償
穀
」
・
「
土
地
収
得
税
」

・
「
貸
与
糧
穀
」
の
回
収
と
略
奪
的

穀
物
強
制
買
上
げ
に
狂
奔
し
て
い

る
。
奴
ら
は
、
収
納
法
定
期
目
を

延
期
し
な
が
ら
起
訴
・
体
刑
・
肥
料

配
給
停
止
・
農
地
没
収
な
ど
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
悪
あ
が
き
を
し
て
い

る
が
、
し
か
し
第
１
５
表
で
み
る
よ

う
に
そ
の
成
績
は
ふ
る
わ
な
い
。

　
第
１
５
表
で
わ
か
る
よ
う
に
、
年

々
く
り
か
え
さ
れ
る
食
糧
収
奪
実

績
の
不
振
は
、
そ
の
財
政
源
泉
と

略
奪
の
重
点
を
農
業
に
お
い
て
い

］山
１

－
“－

川山山＾－…
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凸
山
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る
李
承
晩
悦
偶
政
権
の
軍
事
予
算
と
戦
争
準
備
に
大
き
な
影
響
を
与
、
又

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
主
に
租
税
体
系
を
通
じ
た
食
糧
収
奪
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
実
績
が
振
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
ま
し
て
や
形
式
的
と
は
い
え
、
交
換
を
通
じ
た
食
糧
収
奪
に
お
い

て
は
な
お
一
層
振
わ
な
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
李
承
晩
一
味
の
農
産
物
収
集
計
画
の
破
綻
は
、
説

明
す
る
ま
で
も
な
く
そ
の
階
級
的
本
質
と
苛
酷
な
略
奪
性
に
起
因
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
ま
た
農
産
物
を
数
百
万
の
小
生
産
老
に
、
よ
っ
て
大
量

的
で
は
な
く
個
人
零
細
経
営
方
式
で
無
政
府
的
小
規
模
的
に
生
産
し
、

し
た
が
っ
て
農
産
物
商
品
も
少
量
ず
つ
全
地
域
に
分
散
さ
れ
て
い
る
事

情
も
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
李
承
晩
一
味
の
農
産
物
収
集
を
困
難
に
す
る
要

因
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
限
り
日
帝
支
配
時
代
よ
り
も
彼

ら
に
と
っ
て
よ
り
不
利
に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ぱ
、
日
帝
支
配
時

代
も
農
業
は
小
規
模
生
産
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
当
時
日
帝
の
大
土

地
会
杜
ま
た
は
「
農
場
」
は
高
率
小
作
料
そ
の
他
に
よ
っ
て
大
量
的
に

商
品
化
す
る
農
産
物
を
集
中
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
現
在
、
南
朝
鮮

農
村
で
は
農
業
生
産
が
日
帝
支
配
時
代
よ
り
も
一
層
零
細
化
し
て
い
る

ぱ
か
り
で
な
く
、
商
品
に
転
化
す
る
農
産
物
分
布
に
お
い
て
は
も
っ
と

分
散
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
キ
ム
・
ス
ソ
ジ
ュ
ン
「
農
地
改
革
」
後
の
南
朝
鮮
農
業
政
策

　
「
農
業
組
合
」
と
「
農
業
銀
行
」
は
、
一
」
う
し
た
条
件
の
下
で
ア
メ

リ
カ
お
よ
び
李
承
晩
偲
偶
一
味
が
、
だ
い
い
ち
農
産
物
の
組
織
的
集
団

的
略
奪
機
構
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
－
農
業
組
合

法
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る
、
農
民
の
生
産
に
対
す
る
「
農
業
組
合
」
の

指
導
と
統
制
機
能
（
同
法
第
二
一
条
、
第
一
〇
一
条
、
第
一
二
五
条
）
、

「
農
業
銀
行
」
の
資
金
貸
出
に
、
よ
る
生
産
調
節
機
能
（
同
法
第
四
〇
条
）

な
ど
は
、
農
民
の
生
産
を
統
制
し
つ
つ
、
生
産
さ
れ
た
農
産
物
商
品
を

大
量
的
に
　
「
農
業
組
合
」
　
へ
集
中
さ
せ
る
ね
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。

「
農
業
組
合
」
を
組
織
的
経
済
的
に
支
配
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
お
よ
び

李
承
晩
偲
偶
一
味
は
、
収
奪
し
た
農
産
物
の
共
同
加
工
．
保
管
．
検
査

・
運
搬
・
共
同
販
売
と
、
そ
れ
に
こ
れ
を
斡
旋
す
る
と
い
う
美
名
の
も

と
に
農
産
物
を
大
量
的
に
集
団
的
に
略
奪
す
る
可
能
性
を
も
つ
よ
う
に

な
る
。
彼
ら
は
農
産
物
の
集
団
的
収
奪
を
よ
り
容
場
な
ら
し
め
、
よ
り
。

正
確
に
行
う
た
め
に
「
農
業
銀
行
」
の
信
用
事
業
も
利
用
す
る
。
す
な

わ
ち
「
農
業
銀
行
」
の
債
務
者
は
必
ず
「
貸
出
目
的
に
な
る
農
産
物
の

売
買
契
約
を
組
合
と
締
結
せ
ね
ぼ
な
ら
ず
」
、
こ
の
「
売
買
契
約
に
違

反
ま
た
は
違
反
行
為
の
憂
慮
が
あ
る
と
き
に
は
、
組
合
は
そ
の
農
産
物

の
引
渡
し
を
要
求
す
る
か
ま
た
は
第
三
老
へ
の
譲
渡
を
禁
止
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
　
（
同
法
第
四
一
条
）
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
五
　
（
二
六
七
）
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経
済
学
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・
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号
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生
産
物
の
追
加
的
略
奪
を
企
ん
で
い
る
。

　
と
同
時
に
、
「
分
配
農
地
償
還
穀
」
・
「
土
地
収
得
税
」
・
「
貸
与
糧
穀
」

の
回
収
な
ど
の
名
目
に
よ
る
食
糧
収
奪
に
お
い
て
も
、
．
こ
の
「
農
業
組

合
」
は
一
定
の
役
割
を
演
じ
る
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
李
承
晩

偲
偶
政
府
は
、
こ
の
役
割
を
合
法
化
さ
す
た
め
に
「
農
業
組
合
」
に
「
政

府
」
補
助
事
業
を
義
務
づ
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
生
産
・
購
買
・
販
売

　
．
配
給
事
務
な
ど
ま
で
も
含
む
「
政
府
」
代
行
事
業
な
の
で
あ
る
（
同

法
第
一
五
条
、
第
二
一
二
条
）
。

　
ア
メ
リ
カ
は
無
償
ま
た
は
安
い
価
格
で
農
産
物
を
収
奪
す
る
こ
と
ぼ

か
り
で
な
く
、
彼
ら
の
余
剰
商
品
を
独
占
的
高
価
格
で
売
り
つ
け
る
の

に
も
、
ま
た
重
要
な
関
心
を
む
げ
て
い
る
。
農
民
の
生
産
物
を
安
値
で

略
奪
す
る
場
合
と
同
様
に
、
ア
メ
リ
カ
の
余
剰
商
品
を
売
り
つ
げ
る
と

き
に
も
「
農
業
組
合
」
は
大
き
な
役
割
を
果
す
よ
う
に
な
る
。

　
分
散
的
な
零
細
農
経
営
の
支
配
は
、
商
品
需
要
を
き
わ
め
て
制
約
す

る
も
の
で
あ
る
。
　
す
な
わ
ち
多
分
に
残
存
す
る
自
給
自
足
的
現
物
経

一
済
、
支
払
能
力
あ
る
需
要
の
逓
減
、
供
給
体
系
の
散
慢
性
と
複
雑
性
な

ど
は
零
細
農
経
営
の
特
徴
で
あ
る
が
、
こ
の
た
め
南
朝
鮮
農
村
に
対
す

る
ア
メ
リ
ヵ
余
剰
商
品
の
販
路
は
制
約
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ

り
、
諸
々
の
複
雑
な
中
問
商
人
の
手
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
六
　
（
二
六
八
）

る
。
そ
こ
で
単
位
組
合
が
「
生
産
物
資
お
よ
び
生
活
必
需
品
の
共
同
購

入
」
　
（
同
法
第
二
一
条
）
を
し
、
上
級
組
合
が
こ
の
事
業
を
指
導
・
監

督
・
斡
旋
す
る
責
任
を
も
っ
て
い
る
「
農
業
組
合
」
組
織
は
、
ア
メ
リ

カ
独
占
資
本
お
よ
び
隷
属
資
本
家
に
き
わ
め
て
重
要
な
奉
仕
を
す
る
よ

う
に
な
る
。

　
そ
れ
は
、
第
一
に
、
生
産
に
対
す
る
干
渉
・
統
制
機
能
を
通
じ
て
現

物
経
済
の
解
体
を
人
為
的
に
促
進
さ
せ
、
第
二
に
、
指
導
監
督
と
か
共

同
購
入
の
「
斡
旋
」
と
い
う
上
級
組
合
の
機
能
を
通
じ
て
強
制
的
に
売

り
つ
げ
る
か
、
そ
れ
で
も
売
り
さ
ぱ
げ
な
い
物
は
佛
偶
政
府
補
助
事
業

（
こ
こ
に
は
「
政
府
」
の
購
買
・
販
売
の
商
行
為
を
補
助
す
る
こ
と
も

含
ん
で
い
る
）
と
い
う
名
目
ま
で
利
用
し
て
ア
メ
リ
カ
余
剰
商
品
販
売

を
よ
り
拡
大
し
、
第
三
に
重
要
な
こ
と
は
、
一
部
中
小
商
人
を
駆
逐
し

て
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
が
よ
り
直
接
的
に
農
村
を
掌
握
し
、
こ
れ
ま
で

中
小
商
人
が
獲
得
し
て
い
た
利
益
ま
で
横
取
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。　

こ
の
ほ
か
に
も
「
農
業
組
合
」
は
、
販
売
・
購
買
・
そ
の
他
の
分
野
に

お
い
て
農
村
経
済
の
調
査
研
究
（
農
民
収
奪
の
源
泉
・
方
法
等
々
の
研

究
資
料
と
し
て
）
ま
た
は
宣
伝
・
煽
動
機
構
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び

李
承
晩
僅
偶
一
味
の
農
民
収
奪
を
帯
助
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。



　
以
上
の
よ
う
に
「
農
業
組
合
」
は
、
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
お
よ
び
隷

属
資
本
が
流
通
過
程
に
お
い
て
行
う
農
民
収
奪
を
よ
り
強
化
さ
せ
る
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
は
さ
ら
に
「
農
業
銀
行
」
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
農
業
銀
行
法
」
に
、
よ
れ
ば
、
資
木
金
三
〇
億
ウ
オ
ン
を
「
農
業
組

合
」
が
出
資
し
そ
の
金
額
に
不
足
す
る
分
は
傭
傲
政
府
が
負
担
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
最
初
の
法
案
を
修
正
し
て
、
今
度
は
偲
偲
政
府
を
除

外
し
て
「
農
業
組
合
」
　
（
し
た
が
っ
て
こ
れ
に
網
羅
さ
れ
て
い
る
農

民
）
と
農
業
法
人
が
全
額
出
資
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
　
強
制
貯

蓄
事
業
や
農
業
債
権
ま
で
を
発
行
し
て
農
民
の
零
細
な
お
金
ま
で
も
か

き
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
農
業
銀
行
」
に
は
、

偲
侃
政
府
ま
た
は
「
韓
国
銀
行
」
か
ら
の
資
金
借
入
を
通
じ
て
、
ア
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

リ
カ
国
家
独
占
資
本
が
直
接
浸
透
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
（
「
農

業
銀
行
法
」
第
三
六
条
）
、
い
く
い
く
は
ア
メ
リ
カ
民
問
資
本
も
投
資

す
る
可
能
性
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
　
「
農
業
組
合
法
」
・
「
農
業
銀
行
法
」
の
起
草
者
で
あ
る
ジ
ヨ
ン
ソ
ン

　
は
、
「
資
金
調
達
方
法
と
し
て
見
返
資
金
（
ア
メ
リ
カ
援
功
商
品
の
販

　
売
代
金
）
と
ア
メ
リ
カ
余
剰
農
産
物
の
販
売
代
金
な
ど
の
資
金
か
ら
巨

　
額
を
投
資
」
す
る
よ
う
勧
告
し
て
い
る
（
『
財
政
』
一
九
五
七
年
第
四
号

　
三
二
頁
）
。

　
　
　
キ
ム
・
ス
ン
ジ
ュ
ン
「
農
地
改
革
」
後
の
南
朝
鮮
農
業
政
策

　
「
農
業
銀
行
」
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
の
支
配
を
確
固
た
る

も
の
に
す
る
た
め
、
後
で
再
び
言
及
す
る
ご
と
く
、
彼
ら
に
「
農
業
銀

行
」
を
「
農
業
組
合
」
よ
り
も
組
織
面
で
も
っ
と
官
僚
的
に
隷
属
さ
せ

て
い
る
。

　
「
農
業
組
合
」
は
、
こ
の
よ
う
に
組
織
的
に
も
経
済
的
に
も
よ
り
完

全
に
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
李
承
晩
傭
偶
政
権
が
支
配
し
て
い
る
「
農
業
銀

行
」
に
従
属
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
　
「
農
業
組
合
」
は
、
　
「
農
業
銀
行
」

に
出
資
す
る
義
務
を
負
っ
て
お
り
（
「
農
業
組
合
法
」
第
一
〇
五
条
）
、

「
農
業
銀
行
」
に
は
「
組
合
」
に
対
す
る
監
督
権
を
与
え
て
い
る
。
「
農

業
銀
行
」
に
対
す
る
「
農
業
組
合
」
の
従
属
は
、
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本

が
信
用
機
構
を
通
じ
て
南
朝
鮮
農
村
市
場
の
支
配
を
容
場
な
ら
し
め
、

流
通
過
程
に
お
け
る
農
民
収
奪
を
よ
り
強
化
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
「
農
業
銀
行
」
は
、
最
初
か
ら
信
用
業
務
も
基
本
的

に
は
「
農
業
組
合
」
を
対
象
と
し
て
お
り
、
と
り
わ
げ
「
組
合
」
の
共

同
販
売
と
購
買
事
業
に
重
点
を
お
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
　
「
農
業
組
合
」
と
「
農
業
銀
行
」
と
の
直
接
的
連
け
い
と
後

者
に
対
す
る
前
者
の
従
属
は
、
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
お
よ
び
隷
属
資
本

が
流
通
過
程
に
お
げ
る
搾
取
を
よ
り
強
化
す
る
う
え
で
必
要
で
あ
る
ぼ

か
り
で
は
な
く
、
信
用
面
に
お
け
る
搾
取
も
ま
た
助
長
・
強
化
す
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
七
　
（
二
六
九
）
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め
の
も
の
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
李
承
晩
徒
党
は
、
極
度
に
貧
困
化
し
た
南
朝
鮮
零

細
農
民
が
信
用
対
象
者
に
な
る
に
は
あ
ま
り
に
も
貧
困
で
あ
る
こ
と
を

な
げ
い
て
き
た
（
『
財
政
』
一
九
五
七
年
第
二
号
、
二
一
三
頁
）
。
と
こ

ろ
で
こ
の
「
農
業
組
合
」
を
媒
介
し
て
行
う
「
農
業
銀
行
」
の
融
資
組

織
は
、
前
者
の
後
老
へ
の
従
属
と
と
も
に
、
融
資
範
囲
を
非
常
に
拡
大

し
て
は
い
て
も
資
金
回
収
性
の
確
実
を
期
す
る
点
で
、
従
来
の
「
金
融

組
合
」
よ
り
も
「
発
展
」
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
か
ら
く
り

は
、
融
資
対
象
と
し
て
包
括
す
る
農
民
の
範
囲
を
拡
大
で
き
る
ぱ
か
り

で
は
な
く
、
　
「
農
業
組
合
」
の
販
売
パ
購
買
事
業
に
対
し
て
資
金
貸
出

し
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
融
資
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
自
分
の
上
級
組
織
を
も
つ
組
織
体
系
で
あ
る
「
農
業
組
合
」
を

通
じ
て
行
う
融
資
は
、
や
っ
ぱ
り
資
金
回
収
の
確
実
性
を
保
障
さ
れ
る

こ
と
だ
げ
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
農
業
組
合
」
と
「
農
業
銀

行
」
は
、
機
構
的
に
お
互
い
に
結
合
し
て
全
体
的
に
は
一
つ
の
主
要
｝

標
　
　
農
村
市
場
の
徹
底
的
な
掌
握
・
流
通
過
程
に
お
げ
る
搾
取
の
強

化
を
指
向
し
、
と
同
時
に
信
用
面
で
の
搾
取
も
保
障
す
る
統
一
的
農
民

収
奪
機
構
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
李
承
晩
佛
偶
徒
党
は
、
　
「
農
業
組
合
」
と
「
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
八
　
（
二
七
〇
）

銀
行
」
を
つ
う
じ
て
、
彼
ら
の
略
奪
的
農
村
政
策
の
拠
点
で
あ
る
地
主

・
富
農
を
再
編
成
し
、
彼
ら
の
政
治
的
・
経
済
的
利
益
を
あ
の
手
こ
の

手
で
支
持
・
擁
護
し
て
い
る
。

　
だ
い
い
ち
「
農
業
組
合
」
は
、
　
「
そ
の
業
務
区
域
内
に
庄
所
や
居
ど

こ
ろ
、
ま
た
は
事
業
場
を
も
つ
農
民
を
組
合
員
と
し
て
構
成
」
（
同
法
第

二
四
条
）
し
、
ま
た
副
業
的
に
、
ひ
ど
い
こ
と
に
は
趣
味
的
に
ほ
ん
の

わ
ず
か
の
農
業
し
か
し
て
い
な
い
者
ま
で
も
農
民
と
規
定
（
同
法
第
一

一
条
、
同
施
行
令
第
一
条
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
富
農
と
富
農
を
装

っ
て
い
る
地
主
は
も
ち
ろ
ん
、
農
村
の
高
利
貸
商
人
ま
で
も
組
合
に
加

入
で
き
る
広
範
な
道
を
開
い
て
い
る
。

　
か
よ
う
な
成
員
構
成
の
も
と
で
は
、
農
村
に
お
い
て
政
治
経
済
的
に

支
配
的
地
位
を
占
め
て
い
る
搾
取
層
が
組
合
の
指
導
的
地
位
を
独
占
す

る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
自
明
な
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
農
業
組

合
」
は
こ
れ
ら
の
地
主
・
富
農
・
そ
の
他
の
搾
取
層
の
財
産
蓄
積
の
利

用
物
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

す
で
に
み
た
よ
う
に
「
農
業
組
合
」
は
、
広
範
な
農
民
大
衆
か
ら
資

金
を
か
ぎ
あ
つ
め
貯
蓄
を
強
要
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
巨
大
な
資
本
を

集
中
す
る
よ
引
に
な
る
。
地
主
・
富
農
た
ち
は
、
出
資
限
度
内
の
有
限

責
任
を
負
う
（
「
農
業
組
合
法
」
第
三
二
条
）
小
額
の
出
資
に
よ
っ
て
莫

“山
＾



大
な
資
本
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
り
、
組
合
の
共
同
版
売
・
購
買
の
機

能
を
通
じ
て
獲
得
す
る
利
得
を
独
占
す
る
よ
う
に
な
る
。
と
く
に
「
同

一
人
が
同
種
の
他
の
紅
合
に
加
入
で
き
る
」
（
同
法
猪
三
四
条
）
と
い
う

規
定
、
利
益
金
の
配
当
は
組
合
員
の
組
合
利
用
率
に
依
拠
す
る
（
同
法
第

六
七
条
）
と
い
う
規
定
は
、
こ
れ
ら
の
農
村
搾
取
層
が
い
く
つ
も
の
組
合

を
支
配
し
な
が
ら
追
加
的
利
得
を
え
る
よ
う
に
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
面
で
は
「
農
業
銀
行
」
が
も
っ
と
ひ
ど
い
。
「
農
業
銀
行
」

は
そ
の
資
本
金
が
三
〇
億
ウ
オ
ソ
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
出
資
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
「
農
業
組
合
」
農
民
の
極
度
の
貧
困
状
態
か
ら

み
て
、
そ
の
出
資
額
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
南
朝
鮮
の
出
版

物
も
認
め
て
い
る
。
「
農
業
銀
行
」
の
こ
の
よ
う
な
小
額
の
資
金
は
、
百

億
ウ
オ
ソ
を
超
え
る
南
朝
鮮
農
家
の
負
債
に
く
ら
べ
て
ス
ズ
メ
の
涙
の

よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
高
利
貸
負
廣
に
咋
吟
し
て
い
る
農
民
に
は
何
ら

の
助
げ
に
も
な
ら
た
い
、
と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
事
実
は
、
手
持
資
金
の
限
度
内
で
も
、
資
金
が
零
細
貧
農
の
生
活
改

善
に
向
げ
ら
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
そ
の
逆
な
の
で
あ
る
。
　
「
農
業

銀
行
」
は
、
そ
の
信
用
事
業
に
お
い
て
債
務
返
済
能
力
の
な
い
圧
倒
的

多
数
の
零
細
貧
農
を
直
接
の
対
象
と
も
せ
ず
、
　
「
組
合
」
の
み
を
対
象

と
し
て
連
帯
責
任
を
負
う
よ
う
に
し
、
特
殊
な
場
合
に
だ
げ
地
主
・
資

　
　
　
　
キ
ム
・
ス
ン
ジ
ュ
ン
「
農
地
改
革
」
後
の
南
朝
鮮
農
業
政
策

本
家
た
ち
に
有
利
た
条
件
で
直
按
貨
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
　
「
農
業
銀
行
法
」
は
、
そ
の
費
令
貸
出
し
に
お
い
て
「
農
産
物
生

産
能
力
」
と
「
回
収
の
可
能
性
」
を
重
要
税
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
（
同

法
第
三
九
条
、
第
四
〇
条
）
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
質
的
に

零
細
貧
農
に
対
す
る
融
費
の
逝
を
公
然
と
ふ
さ
い
で
し
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
莫
大
た
農
家
負
債
に
く
ら
べ
て
元
来
い
く
ぼ
く
に
も
な
ら

な
い
資
金
が
、
そ
れ
さ
え
も
大
部
分
は
地
主
・
富
農
に
だ
げ
貸
出
さ
れ

る
と
な
れ
ぱ
、
零
細
貧
農
は
依
然
高
利
貸
に
隷
属
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

こ
の
こ
と
を
利
用
し
て
地
主
・
富
農
た
ち
は
銀
行
貸
付
賞
金
の
又
貸
し

ま
で
や
っ
て
高
利
貸
的
搾
取
を
強
化
す
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
だ
か
ら
地
主
・
宮
農
た
ち
は
、
生
産
分
野
に
お
げ
る
大
農
経
営
の
優

越
性
に
加
え
て
、
　
「
農
業
組
合
」
と
「
農
業
銀
行
」
を
通
じ
て
こ
ろ
が

り
こ
む
有
利
性
を
享
受
す
る
よ
う
に
な
る
。
　
「
農
業
組
合
」
と
「
農
業

銀
行
」
は
、
勤
労
農
民
大
朱
の
貧
困
化
と
零
落
、
農
村
に
お
げ
る
資

本
の
集
中
と
階
級
分
化
過
程
を
一
層
促
進
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

　
南
朝
鮮
農
村
に
対
す
る
ア
メ
リ
ヵ
お
よ
び
李
承
晩
売
国
逆
徒
の
搾
取

体
系
の
中
で
「
農
業
組
合
」
と
「
農
業
銀
行
」
の
以
上
の
よ
う
汰
地
位

と
役
割
は
、
そ
の
組
織
的
側
面
に
も
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ

て
一
層
補
強
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
九
　
（
二
七
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
六
巻
・
第
二
号
）

　
つ
ま
り
「
農
業
組
合
」
は
、
里
・
洞
単
位
で
組
織
す
る
も
の
の
ほ
か

に
、
「
園
芸
組
合
」
・
「
畜
産
組
合
」
・
特
殊
農
作
物
栽
培
業
者
を
対
象
と

す
る
「
特
殊
農
業
組
合
」
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
「
指
導
監
督
機
関

と
し
て
「
市
・
郡
・
区
農
業
組
合
」
と
「
農
業
組
合
中
央
会
」
を
設
置

し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
組
織
さ
れ
る
「
農
業
組
合
」
は
、
そ
の
全
組
織
体
系
に

決
し
て
勤
労
農
民
の
代
表
者
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
傭
偲
徒
党

の
忠
僕
を
配
置
す
る
よ
う
に
た
っ
て
い
る
。
だ
い
い
ち
「
組
合
長
」
．
「
理

事
」
・
「
監
査
」
は
「
名
誉
職
」
に
な
っ
て
い
て
、
地
主
・
富
農
ま
た
は

商
業
企
業
家
ま
で
も
農
村
に
事
業
場
さ
え
も
っ
て
い
れ
ば
、
非
組
合
員

で
あ
っ
て
も
彼
ら
が
要
職
に
着
い
て
「
組
合
」
を
掌
握
・
管
理
・
支
配

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
り
わ
げ
市
・
郡
・
区
以
上
級
の
「
組
合
」
の

場
合
、
そ
の
運
営
権
を
握
っ
て
い
る
「
常
務
理
事
」
は
、
　
「
農
業
組
合

中
央
会
」
の
訓
令
と
偲
偲
政
府
「
農
林
部
長
官
」
が
定
め
る
資
格
錐
衡

試
験
に
合
格
し
た
も
の
で
な
げ
れ
ぱ
な
ら
ず
（
同
法
施
行
令
）
、
「
農
業

組
合
」
の
最
高
「
指
導
監
督
」
機
関
で
あ
る
「
農
業
組
合
中
央
会
」
会

長
・
副
会
長
は
必
ず
同
「
長
官
」
の
承
認
を
え
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
こ
う
し
た
官
僚
的
幹
部
配
置
と
と
も
に
。
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
李
承
晩

偲
侃
徒
党
は
、
組
合
運
営
の
広
き
に
わ
た
っ
て
干
渉
と
強
力
な
統
制
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇
　
（
二
七
二
）

実
施
し
て
い
る
。
　
「
農
業
組
合
中
央
会
」
は
も
ち
ろ
ん
、
里
．
洞
「
組

合
」
に
い
た
る
各
級
「
組
合
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
「
地
方
長
官
」
の
厳

し
い
統
制
下
に
お
か
れ
て
い
る
の
で
、
　
「
組
合
」
定
款
の
作
成
た
ら
び

に
剰
余
金
の
配
当
ま
で
も
「
農
林
部
長
官
」
の
承
認
を
受
片
た
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
彼
は
随
時
「
組
合
」
の
事
業
報
告
を
受
げ
て
監

査
で
き
る
の
で
あ
り
、
必
要
た
時
は
「
組
合
」
会
議
決
定
の
取
消
し
．

幹
部
の
改
選
・
業
務
停
止
と
解
散
ま
で
さ
せ
る
広
汎
た
権
限
を
も
っ
て

い
る
（
同
法
第
七
四
条
、
第
七
六
条
、
第
七
七
条
）
。

　
「
農
業
組
合
」
が
「
農
業
銀
行
」
に
従
属
さ
れ
て
い
る
以
上
、
「
農
業

銀
行
」
の
支
配
は
「
農
業
組
合
」
な
ら
び
に
農
民
に
対
す
る
支
配
を
強

化
す
る
か
ら
く
り
の
一
環
を
な
す
。

　
さ
ら
に
「
農
業
銀
行
」
に
対
す
る
ア
メ
リ
ヵ
と
李
承
晩
偲
偶
徒
党
の

官
僚
的
支
配
は
よ
り
ひ
ど
い
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
「
農
業
銀
行
」

の
業
務
運
営
・
管
理
に
っ
い
て
基
本
方
針
を
樹
立
し
、
指
示
監
督
を
す

る
「
運
営
委
員
会
」
は
、
僅
偶
政
府
の
「
財
務
部
長
官
」
・
「
農
林
部
長

官
」
・
「
韓
国
銀
行
総
裁
」
・
「
農
業
組
合
中
央
会
会
長
」
な
ど
、
農
民
収

奪
の
頭
目
た
ち
が
主
要
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
る
（
同
法
第
一
四
条
）
。

こ
う
し
た
「
運
営
委
員
会
」
の
決
定
で
さ
え
も
、
さ
ら
に
偲
偲
政
府

「
財
務
部
」
の
承
認
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
必
要
な
時
は



「
財
務
部
長
官
」
が
「
運
営
委
員
会
」
の
職
能
を
代
行
す
る
こ
と
も
で

き
る
（
同
法
第
二
七
条
、
第
五
二
条
）
。
ま
た
「
農
業
銀
行
」
は
常
に

「
審
計
院
」
と
「
韓
国
銀
行
監
督
部
長
」
の
監
査
を
受
け
な
け
れ
ぼ
な

ら
な
い
の
で
あ
る
（
同
法
第
五
七
条
）
。

　
一
」
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
李
承
晩
傭
偶
徒
党

が
「
農
業
組
合
」
と
「
農
業
銀
行
」
を
あ
た
か
も
非
営
利
・
不
偏
不
党

の
原
則
に
基
づ
い
て
組
織
す
る
（
「
農
業
組
合
法
」
第
四
条
）
農
民
の
自

主
的
団
体
で
あ
る
か
の
よ
う
に
し
ゃ
べ
り
立
て
て
い
る
こ
と
が
、
ど
ん

な
に
鉄
面
皮
な
う
そ
で
あ
る
か
は
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
で
あ
る
。

経
済
的
区
域
に
よ
ら
ず
行
政
区
域
に
よ
っ
て
一
里
・
洞
一
組
合
の
原
則

に
基
づ
い
て
組
織
す
る
、
こ
の
尤
大
な
官
僚
的
組
織
体
系
は
、
農
村
・

農
民
に
対
す
る
経
済
的
支
配
と
搾
取
を
補
強
す
る
ぼ
か
り
で
な
く
、
全

人
民
か
ら
日
増
し
に
孤
立
し
て
い
く
ア
メ
リ
カ
と
李
承
晩
偲
偶
徒
党
の

政
治
的
支
配
を
維
持
す
る
手
段
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
。
こ
こ
で
い
う

不
偏
不
党
と
か
政
治
か
ら
の
分
離
と
は
、
た
ん
に
野
党
の
関
与
を
排
除

し
、
　
「
農
業
組
合
」
と
「
農
業
銀
行
」
を
李
承
晩
「
自
由
党
」
系
列
に

の
み
隷
属
さ
せ
る
狡
滑
な
手
段
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
友
彼
ら
の
企

み
は
す
で
に
南
朝
鮮
出
版
物
に
お
い
て
も
暴
露
さ
れ
て
い
る
が
、
た
と

え
ぼ
『
産
業
経
済
新
聞
』
は
「
白
由
党
」
が
「
農
業
組
合
」
を
農
民
支

　
　
　
　
キ
ム
・
ス
ソ
ジ
ュ
ソ
「
農
地
改
革
」
後
の
南
朝
鮮
農
業
政
策

配
の
機
構
に
し
て
政
治
的
利
用
物
化
し
よ
う
と
画
策
し
て
い
る
（
一
九

五
七
年
二
月
六
日
付
）
と
言
っ
て
お
り
、
ま
た
「
京
郷
新
聞
』
も
不
偏

不
党
の
原
則
と
公
務
員
不
関
与
の
原
則
は
た
ん
な
る
規
定
に
す
ぎ
ず
、

「
政
府
」
と
「
自
由
党
」
は
「
農
業
組
合
」
を
政
治
的
足
場
と
し
て
利

用
す
る
た
め
に
自
党
白
派
の
人
物
で
「
農
業
組
合
」
の
幹
部
を
構
成
す

る
で
あ
ろ
う
（
一
九
五
七
年
三
月
ニ
ハ
日
付
）
と
批
判
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
の
「
農
業
組
合
」
と
「
農
業
銀
行
」
の
組
織
・
運
営
過
程
は

ま
さ
に
こ
の
こ
と
を
立
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
農
業
組
合
」
と
「
農
業
銀
行
」
の
反
動
的
木
質
は
簡
単
に
み
て
以

上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
農
業
組
合
」
と
「
農
業
銀
行
」

に
対
し
て
南
朝
鮮
人
民
、
と
り
わ
げ
農
民
大
衆
は
興
味
を
も
つ
は
ず
は

な
く
、
む
し
ろ
強
力
な
反
対
と
抗
議
を
表
明
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

「
農
業
組
合
法
」
を
公
布
し
て
二
年
近
く
に
な
っ
て
も
、
「
組
合
」
の
組

織
は
農
民
の
強
力
な
反
対
に
よ
っ
て
停
頓
状
態
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と

に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
ヵ
と
李
承
晩
徒
輩
は
自
己
系
列
の
い

わ
ゆ
る
地
方
有
力
者
に
発
起
会
と
し
て
準
備
会
を
組
織
さ
せ
、
中
央
と

地
方
の
「
農
務
官
」
の
名
儀
を
用
い
て
威
嚇
・
恐
喝
し
な
が
ら
農
民
の

組
合
加
入
を
強
要
し
て
い
る
。

一
四
一
　
（
二
七
三
）




